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1 本書は、平成20年度国庫補助事業として和歌山市教育委員会が計画 0実施するとともに財団法
人和歌山市都市整備公社に事業の委託を行った埋蔵文化財発掘調査の概要報告書である。

2 調査対象経費の総額は 5,200,000円 であり、国 1/2、 県 1/8、 市 3/8の補助率である。
3 本年度の財団法人和歌山市都市整備公社委託事業は下記のとおりである。

4 発掘調査に係る事務局は下記のとおりである。
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5 本書のうち和歌山市教育委員会、財団法人和歌山市都市整備公社委託事業の発掘調査概要部分
については文末に執筆担当者名を記載している。本書の編集は大木要が行った。

6 写真図版の遺物に付した数字番号は実沢1図番号に対応する。

事業名 調査地 調査期間 調査面積 調査担当

川辺遺跡第 9次確認調査 和歌山市里字五段 6番地他 平成20年 5月 1日 ～ 5月 29日 ２
ｍ 井馬好英

太田・黒田遺跡第60次確認
調査

和歌山市黒田字池ノ首75番 1
3地内

平成20年 5月 22日 ～ 6月 6日 ２
ｍ 藤藪勝則

鳥井遺跡確認調査
和歌山市府中字高井田20-1
22-1、 223 平成20年 8月 21日 ～9月 11日 ２

ｍ 北野隆亮

神前遺跡第 5次確認調査 和歌山市神前馬乗免563番地 1 平成20年 9月 10日 ～10月 9日 ２
ｍ 北野隆亮

釜山古墳確認調査
和歌山市梅原2991番地
和歌山市木ノ本699番地

平成21年 3月 10日 ～ 3月 27日 46ポ 1譲璽雲奇

平成 20年度出土遺物整理
(第 1次 )

平成20年 7月 1日 ～ 7月 14日 井馬好英

平成20年 度出上遺物整理

(第 2次 ) 平成21年 3月 16日 ～ 3月 26日 奥村 薫



7 遺物整理事業については、川辺遺跡第 9次確認調査、太田・黒田遺跡第60次確認調査、鳥井遺
跡確認調査、神前遺跡第 5次確認調査、市教育委員会が行った鳥井遺跡・宇田森遺跡立会調査等

を対象として実施した。

8 本書の作成にあたり、関係諸機関の方々に有益なご教示・ ご指導を賜ったことに感謝の意を表
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位 置 と環 境 (太字は本書の調査概要掲載の遺跡)

和歌山市は和歌山県の北西端に位置し、北は和泉山脈を境に大阪府泉南郡岬町及び阪南市、東は

和歌山県岩出市及び紀の川市、南は海南市に接し、西は紀伊水道に面している。奈良県と二重県と

の県境にある大台ケ原を源流とする紀ノ川は、中央構造線の南側をほぼ真直ぐ西流し、紀伊水道に

注いでいる。和歌山市の地形は、紀ノ川の北岸と南岸でその様相が異なる。北岸では、和泉山脈と

紀ノ川の間に約 3 kmの幅で段丘及び扇状地が形成される。南岸では紀ノ川の堆積作用によって形成

された沖積平野が広がり、平野の南端を竜門山系から派生した丘陵が断続的に取り囲んでいる。

旧石器時代の遺跡としてはナイフ形石器の出土地がある。紀ノ川北岸の西庄Ⅱ遺跡や園部遺跡、

鳴滝遺跡など和泉山脈の山間部や山麓部で点々と出土するほか、市域南東部の山東地区の大池遺跡

では50点 に近いナイフ形石器に加え、各種の石器が多数採集されている。

縄文時代の遺跡には、鳴神貝塚、禰宜貝塚、吉礼貝塚、川辺遺跡、岡崎縄文遺跡などがある。鳴

神貝塚は明治28年 (1895)に初めて報告され、昭和 6年 (1931)に近畿地方で最初に発見された縄

文貝塚として国史跡に指定された。その後の発掘調査により、猿の撓骨の耳飾をつけ、上顎の大歯

2本を抜歯した女性人骨 (推定18歳)が出土している。近年実施した発掘調査でも晩期の縄文人骨

が多数埋葬された状況で確認されている。晩期を中心とする川辺遺跡では、竪穴建物とともにt器

棺が多数発掘され、東北地方に起源をもつ亀ヶ岡系土器や遮光器t偶の腕の先端部分が出上してい

る。また、土器棺に副葬された小形定角式磨製石斧は北陸地方から搬入された可能性が指摘されて

いる。禰宜貝塚、古礼貝塚では遺構は不明確だがit期以降の上器・石器が多数出土している。

弥生時代の遺跡は、紀ノ川北岸では六十谷遺跡、府中Ⅳ遺跡、西田井遺跡、宇田森遺跡、川辺遺

跡、橘谷 I～Ⅲ遺跡、山口遺跡、古田遺跡、南岸では大田・黒田遺跡や神前遺跡、井辺遺跡、滝ヶ

峰遺跡、奥山田遺跡などがある。大田 。黒田遺跡では前期に小規模な集落が形成され、中期以降多

数の竪穴建物や独立棟持柱建物からなる居住域、 11器棺を中心とする墓域、水田域が形成される。

また、石舌が内蔵された袈裟欅文銅鐸に加え、多量の土器・石器類などが出11す る和歌山県を代表

する大規模環濠集落として著名である。市内の銅鐸出土地には大田・黒田遺跡のほか、橘谷 I～Ⅲ

遺跡、宇田森遺跡、有本銅鐸出土地、砂山銅鐸 (紀の川銅鐸)出土地、吉 Ell銅鐸出上地などがあり、

外縁付紐式 0扁平紐式・突線紐式銅鐸が出土している。

古墳時代の遺跡は、紀ノ川北岸西部において国内唯一の金製勾 Eが出土した前方後円墳の車駕之

古址占墳、それに先行する帆立貝式と考えられる茶臼山古墳、現状で約40mの大形円墳である釜山

古墳、馬冑や馬甲が出土した大谷古墳など渡来系遺物を有する中期の有力占墳や県内では数少ない

巨石を用いた横穴式石室をもつ園部円山古墳などの後期古墳も形成される。南岸では和歌山平野南

東部の岩橋丘陵に700基を超える岩橋千塚古墳群が形成され、前期末から後期にかけて多数の古墳

が築造される。特に後期には玄門部を狭く造る岩橋型横穴式石室を構築し、周辺地域にも影響を与

えている。これらは紀ノ川河日の平野部を支配した紀氏集団の奥津城と考えられている。近年調査

された大日山35号墳の造り出しからは、真を広げた鳥形埴輪、両面人物埴輪、胡銀形埴輪など全国

的にも類をみない特徴的な形象埴輪が出土している。集落遺跡は西庄遺跡、田屋遺跡、西田井遺跡、

鳴神Ⅳ・ V遺跡、音浦遺跡、大日山 I遺跡、秋月遺跡などがある。西庄遺跡は竪穴建物とともに多

数の石敷製塩炉が検出され、中期から後期の大規模製塩遺跡として著名である。田屋遺跡では5世
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紀中頃の初期カマドをもつ竪穴建物や陶質土器が出土し、集落内に渡来系の人々が存在したと考え

られる。鳴神Ⅳ・ V遺跡、音浦遺跡では竪穴建物や掘立柱建物などが検出され、岩橋千塚占墳群が

存在する岩橋丘陵の西部に位置することから、紀氏集団の居住域の可能性が指摘されている。紀ノ

川北岸の和泉山脈南麓の低位段丘上には、高井遺跡、鳥井遺跡、府中遺跡、上黒谷遺跡など広い面

積をもつ遺物散布地が多数存在する。須恵器・土師器などが出土するが、実態は不明である。

飛鳥から奈良時代の占代寺院跡には山口廃寺跡、上野廃寺跡、業勝寺廃寺跡がある。その他、古

代瓦出土地に秋月遺跡、大田・黒田遺跡、関戸遺跡がある。上野廃寺跡は発掘調査が行われ、薬師

寺式の伽藍I・L置をもつことが確認されている。上野廃寺跡出上の隅木蓋瓦はパルメット文様を施し

た類例の少ない優品である。山口廃寺跡は、緑色片岩製塔心礎が残されているが、伽藍配置などは

不明である。律令期の遺構が確認された遺跡には、高井遺跡、川辺遺跡、山口遺跡、秋月遺跡、岩

橋高柳遺跡、奥山田遺跡などがある。大田 。黒田遺跡や鳴神遺跡群からは和同開功く。万年通宝など

の占代銭貨や陶硯・士馬といった官衛や古代寺院を想定できる遺物が多く出上している。また、紀

ノ川北岸の府中遺跡は調査例は少ないが、その地名などから紀伊国府の可能性が指摘されている。

中世の遺跡としては、紀ノ川北岸に鎌倉時代の館跡が検出された西庄Ⅱ遺跡、多数の石積み井戸

が発見された木ノ本Ⅲ遺跡、平安時代から室町時代の集落が確認された西円井遺跡、南岸では鎌倉

時代から室町時代の多数の遺構・遺物が確認された大田 。黒田遺跡や秋月遺跡、鎌倉時代の建物遺

構が検出された奥山田遺跡、多数の漁網用の土錘類に加え、国産陶器・中国産陶磁器などが出土し、

紀ノ川河日付近の外港的性格を併せもつ集落であった可能性も指摘されている関戸遺跡などが挙げ

られる。当地域は中世末に織田信長・豊臣秀吉の侵攻を受ける。天正 5年 (1577)の信長の紀州攻

めに関係する遺跡と考えられているのが城山遺跡 。中野遺跡で、城山遺跡は陣城跡、中野遺跡は

『信長公記』に記載のある中野城跡と推定されている。天正13年 (1585)に秀吉は根来を焼き討ち

にし、雑賀を攻め、紀州を平定する。秀吉が水攻めを行った太田城は、大田・黒田遺跡内の南半部

に存在した中世の環濠集落と推定され、出水に残る堤が大田城水攻めに関係する堤の残存部分と考

えられる。

紀州を14定 した秀吉は、岡山に和歌山城の築城を命じ、弟秀長を藩主としたとされる。慶長 5

(1600)年 には関ヶ原の戦いで功のあった浅野幸長が藩主となり、近世の城下町として出発する。

元和 5年 (1619)には徳川家康の |^男頼宣が転封、55万 5千石の御三家紀州藩が成立し、城・城下

町の肇備・拡張が行われた。国史跡である和歌山城跡では、修復 ll事や整備工事など様々な要因で

発掘調査が行われ、徳川時代の二の丸、三の丸に相当する部分では建物、排水施設、坪庭にあった

漆喰池、石垣構造などが確認され、当時の状況が解明されつつある。近年では、堀内で御橋廊下の

基礎構造を解明し、文献資料、絵図資料と発掘調査成果の検討により、かつて二の丸と西の九を繋

いでいた御橋廊下の復元 E事が実施された。また、鷺ノ森遺跡で城下町の発掘調査が行われ、武家

屋敷地、町屋の様相が一部判明している。幕末には紀淡海峡周辺に海防のための施設 (台場)が多

数築かれた。近年調査で石垣や L塁、V字状の石積遺構が確認された雑賀崎台場跡もその一つであ

る。昭和20年 (1945)7月 9日 には和歌山大空襲を受け、旧国宝の和歌山天守閣を失い、市街地を

はじめ中心部は焼野原となった。和歌山城跡や市街地中心部を発掘すると、戦災時の焦土層が厚さ

数10cmも遺存しているのが確認され、その被害の大きさを物語っている。 (大木要)
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響

2 埋蔵文化財発掘調査事業

(1)平成20年度の概要
平成20年度の文化財保護法第93094条に基づく発掘の届出件数は169件、通知件数は23件である。

届出 0通知が多いのは、紀ノ川北岸では木ノ本 I遺跡 (6件 )、 榎原遺跡 (11件 )、 川辺遺跡 (9件 )、

山口遺跡 (6件 )、 南岸では井辺遺跡 (10件 )、 太田・黒田遺跡 (15件 )、 神前遺跡 (10件 )、 曽垣田

遺跡 (11件 )、 薬師谷遺跡 (13件 )、 和歌山城跡 (10件)な どである。開発は市街地縁辺部での宅地

造成と造成後の個人住宅建設が活発化している状況にある。市街地では店舗建設に伴う届出などが

ある。公共事業としては、公共下水管敷設事業が市内各地で行われており、その傾向は今後も継続

することが予想される。

平成20年度に和歌山市教育委員会に関係して実施した確認調査・立会調査・発掘調査は、以下の

(2)の項の一覧に示した通り110件である。これらのなかには平成19年度に届出 0通知のあった案

件の対応も含まれている。紀ノ川北岸では宇田森遺跡 (6件 )、 鳥井遺跡 (9件 )、 有功遺跡 (5件 )、

川辺遺跡 (8件 )、 南岸では井辺遺跡 (5件 )、 神前遺跡 (4件 )、 大田・黒田遺跡 (7件 )、 薬師谷

遺跡 (11件 )、 曽垣田遺跡 (4件)な どが多い。これらのうち確認調査を中心に立会調査で遺構・

遺物を確認した調査概要を (3)の項で記述する。また、国庫補助事業として、財団法人和歌山市

都市整備公社に委託して実施した 5件の発掘調査事業 (川辺遺跡第 9次確認調査、大田・黒田遺跡

第60次確認調査、鳥井遺跡確認調査、神前遺跡第 5次確認調査、釜山古墳確認調査)の概要は (4)

の項に記載する。なお、川辺遺跡、太田・黒田遺跡、有功遺跡、田屋遺跡については、設計変更等

が困難で現状保存が難しい範囲について、事業者負担による本発掘調査 (川辺遺跡第10～ 12次調査、

大田・黒田遺跡第61次調査、有功遺跡発掘調査、田屋遺跡第 2次発掘調査)が実施された。 (大木)

(2)平 成 20年度和歌山市調査一覧
実施機関の欄の (財)和公社は財団法人和歌山市都市整備公社、和市教委は和歌山市教育委員会

を指す。また、和歌山市教育委員会関係の確認調査・立会調査記録は 1件ごとに「発掘調査・立会

調査カードJを作成し、和歌山市教育委員会生涯学習部文化振興課に備え、一覧表とともに県教育

委員会にも同じものを提出している。(大木)

調 査 内 容

市教委|¨ え

…
23・ 瓦器を含む包含層を確認 c

太田。黒田遺跡 集合住宅
1墾

皇空型型

4西 庄 遺 跡 西庄4091他 ifmw璽聖D

馘
宇田森7637 1司人住宅

=マ
イ1'些響

乳[尋扮

県指示文書番
備 考

白JILノ _i_■

谷251イ也

宅地造成卜課鞘轟計

-5-



No 遺 跡 名 所 在 地 調査経緯
県指示文書番号 調査期間

実施機関 調 査 内 容
内  容 調査面積 (r)

8 秋 月 遺 跡 太 田22-6 個人住宅
文第 24号 (314) 080423

和市教委 遺構・遺物なし。

遺構なし。鎌倉時代の包合層を確認。

弥生～中世のt坑・溝等検出.

工事立会 100

9 宇 田森 遺 跡 宇田森9-21 個人住宅
文第 8号 63励 |

浄化槽立会 |

０８０４２４ ‐

一

２ ５２ ‐

一
和市教委

川 辺 遺 跡 里 6イ也 店舗建設
文第85号 (3) 080501～ 0529

確認調査 9000

鳴神Ⅳ遺跡 1烏ネ申929-1 集合住宅
文第 47号 (211

和市教委 遺構・遺物なし。

中世の落ち込み地形を確認。羽釜、焼
土 III 11。

遺構・遺物なし。

遺構なし。七師質等微片少量出土。

遺構・遺物なし.

遺構・遺物なし。

弥生～奈良時代の遺構・遺物検出。

工事立会

宇 田森遺跡
宇田森17-1
他

個人住宅
文第 24号0041 080512

和市教委
工事立会

井 辺 遺 跡 井辺70 個人住宅
文第 24号03a 080514

和市教委
浄化槽立会 460

曽垣 田遺 跡 朝日96-1 個人住宅
文第 24号 (113)

和市教委
浄化槽立会 375

1 北田井遺跡 ヨヒ97--15 個人住宅
文第 24号993)

盆 和市教委
浄化槽立会

鷺 ノ森 遺 跡 卜半町271 個人住宅
文第 47号 (511

―

―

軋

和IF教委
確認調査

17 太田・黒田遺跡 黒田751
ホテル建
設

文第47号 (10) 080522-0606

4000
(財 )和公社

確認調査

鳥 井 遺 跡 1自り|1668-2 個人住宅
文第24号 (274)

浄化槽立会 呻一２６４
和市教委 遺構・遺物なし。

19 鳥 井 遺 跡 直川668-14 個人住宅
文第 24号 (306) 080526

和市教委
遺構なし。七師器、瓦器を微量合む希

薄な包合層を確認。

奈良時代のt坑、古墳～奈良時代の土
坑、落ち込みを検出。

古墳～奈良時代の上坑 1基 と包合層を
確認。11坑 より土師器 7点出土。

遺構・遺物なし。旧耕作上までの掘削。

遺構なし。奈良 。平安時代と鎌倉時代
の 2時期の包含層を確認。

遺構・遺物なし。盛t内施工。

遺構 。遺物なし。

浄化槽 l~会 325

川 辺 遺 跡 川辺73、 74 擁壁Jl事
文第47号 (4〕 080527

和市教委
工事立会 3360

2 鳥 井 遺 跡 府中20-1他
擁壁工事・

廃棄物撤去

文第47号 (40) 080527

確認調査

鳥 井 遺 跡 直川668-15 個人住宅
文第 24号 1307)

浄化槽立会 294

080616

2796
和市教委西 田井 遺 跡

西田井353-
1イ也

集合住宅
文第 47号 (39)

確認調査

太田・黒田遺跡 太田377-3 個人住宅
文第47号 (53) 080611

和市教委
工事立会 7600

鳥 井 遺 跡 直川668-7 個人住宅
文第24号 (305)

浄化槽立会

０８０６‐７

一
３ ‐３一
和市教委

平 の 下遺 跡
西庄 446番 1
イJI 宅地造成

文第24号 (342)

確認調査

080630

1530
和市教委

遺構なし。遺跡南隣接地で鎌倉時代の

稀薄な包合層を確認。

鎌倉 1寺代とみられる L坑 3基検出。土
師器少量出土。

遺構 。遺物なし。

掘削壁面で大清、石垣検出。遺物がな

く時期不明確。

鳥 井 遺 跡 直川650-7 個人住宅
文第47号 l118)

浄化槽立会

080708

336
和市教委

木ノ本 Ⅱ遺跡
木 ノ本 1048

番3
個人住宅

文第24号 (341)

浄化槽立会

０８０７０９

一
４ ‐９ 和市教委

一̈脚
黒田 。出水 公共下水

管

文第56号 (19)

工事立会

080711^‐ 0722

2848
和市教委

木ノ本Ⅱ遺跡
木ノ本1037
1他

個人住宅×
二 080718

500
和市教委 遺構・遺物なし。盛土内施 [.

3 太田。黒田遺跡 黒田751
ホテル建 文第47号 l10)

本発掘調査

080722～ Hll

102900
財)和公社

弥生時代中期住居跡・井戸等検出。
生～鎌倉時代の遺物多数出土.

宇 田森 遺 跡
宇田森36-3
5

個人住宅
文第24号 (31動

浄化槽立会

080723

286
和市教委 時期不明の柱穴 2基検出。遺物なしc

川 辺 遺 跡 川辺174番 1 分譲住宅
文第47号 94)

]1事 立会

080725

1730
和市教委

遺構なし。推定古墳時代包含層を確

須恵2S、 土師器、土人形出土。

和歌 山城 跡 六番丁24
ガス管理
譜

文第47号 (8D

工事立会

080730

1 40
和市教委 遺構 。遺物なし

榎 原 遺 跡 榎原3-2他 宅地造成
文第 47号 (70)

確認調査

080805

7538
和市教委

土坑 3基 (1基 は江,F時代前期り検出。
須恵器、瓦器、土師器、近世陶磁器IH[

遺構なし。瓦器、土師器を包含する[

層確認。

遺構なし。瓦器、土師器を包合する |

層確認.

駕
木ノ本地内

公共下水
管

文第92号 (40) 080805～ 0820
和市教委

工事立会 31 44

木ノ本Ⅱ遺跡
木ノ本 1124
他

宅地造成
1文 第477100)

1 確認調査

０８０８〇

一
３６ ７ 和市教委

和 田 遺 跡 和田5421 FvL壁工事
文第47号261

L事立会

080811

1000
和市教委 遺構 。遺物なし。

井 辺 遺 跡 井辺88-1 集合住宅
文第47号 (119)

確認調査

080812

350
和市教委 遺構なし。上師質等微片少量出上。

神 前 遺 跡 神前626-1 擁壁工事
1文第47号 (74)

1 工事 立会

080818
和市教委 遺構なし。上師質等微片少量出土。

鳥 井 遺 跡 府中20-1
施設

祉

蟷
080821～ 091

(財 )和公社
平安・鎌倉時lt遺構面確認。須恵器、黒色土器、]

器、輸入陶磁器出土。浄設計変更により遺構而保護4000
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N 遺 跡 名
1所
在 地 調査経緯

早指示文書番¬ 調査期間
実施機関 |   ~萄

~薯

T内 容
~~~~1備

 考
内  容 調査面積 (耐 )

4 川 辺 遺 跡
川辺 237、 24
6-1 店舗建設

文第85号 (13 080825～ 1104

40970
1財 )和公社

弥生時代住居跡、弥生時代上坑、溝検
出。縄文時代後期上器出上。 (10次調査)本発掘調査

4 木ノ本 I遺跡 西庄11715 個人住宅
文第47号 179)

有1市教委 遺構・遺物なし。盛土内施T。工事立会 280

4 神 前 遺 跡 1中白i563-1 集合住宅
丈第47号 (8]

確認調査

080910～ 1029

5000 1財 )和
公社
弥生～鎌倉時代の溝・ ビット等検出.
弥生土器、十師器等出土っ

本書 (4
に掲載

花 山占墳群 岩橋164675 個人住宅
文第47号 184) 080924

和市教委 遺構 。遺物なし。 |浄化槽 ■ 375

]踪黎『爛yl耀
文第17号(13]

浄化槽立会

081002
和市教委

上坑より近世染付 2点 出 11。 中世包合
層の堆積を一部確認. |325

文第47顎 152)
和市教委 遺構・遺物なし。

確認調査 37

三 田 占墳 群 田尻 77523 個人住宅
文第47号 (177) 081006

和市教委 遺構なし。上師質等微片少量出上.  |
工事立会 700

薬 師 谷遺 跡 朝日9293 個人住宅 :1醒話製翼
081010
和市教委 1還構なし.土師質等少量出±。37

０

一

１

一

２

・

３

Ｌ
… 井 辺 遺 跡 1井辺27-13 個人住宅

文第47号 (136)
和市教委 遺構なし。土師質等微片少量出土。

遺構・遺物なし。

確認調査 390

山吹丁 遺 跡
1肝

釘貫丁26
個人住宅

文第17号 (188)
和市教委

:事 ll会

宇 田森 遺 跡 宇田森13  1分譲住宅 側
一査審一靱

文

一̈‐７７２一岬一２７０

和市教委 者毒冶倉蛸r2f騒 鼈幕 .ヽ

鎌倉島
3)

和 歌 山城 跡 一番丁14
停留所移
設

文第17号 024)

11事 立会
和市教委 遺構 。遺物なし。          |

木ノ本 I遺跡
1西
庄8415 個人住宅

文第47号 (43) 081021
和市教委 遭籍     ~

工事立会 260

川 辺 遺 跡 里51他 店舗建設

宅地造成

文第85号 (12)

本発掘調査

081028～ 090204

118710
1財 )和公社 蓼義「桜″減 。1滅曇g｀

の溝
|

平 の ド遺 跡 西庄4901他
文第47号 (156) 081027

和市教委 [曾纏業f瓦
器 。上師器を包含する堆

1育遣蜃

3)
確認調査 1697

神 前 遺 跡 本申11626-3 個人住宅
文第47号 (144,

浄化槽立会

081031

299 和市教委 遺構
。遺物なし。           |

高井遺跡1専り|11233番 9 分譲住宅 文第 24号313
確認調査

081107
和市教委 動 ・遺物な眈

~~~|

51 00

59

60

宇 田森 遺 跡

薬 師 谷遺 跡

宇 田森 171
他

個人住宅
文第47号 (164)

浄化槽立会

081110

105
和市教委
蓬嘉事F■ :

劇J日 947-8 個人住宅

個人住宅

文第47号υ22)

浄化槽立会

081112

325 和市教委 遺構
。遺物なし。          |

l 津 泰 遺 跡 有家144

大谷地内

文第47号 (13]

浄化槽 il会

081113

375 和
I「教委 遺構 。遺物なし。

2 楠 見 遺 跡
公共下水
管

文第56号 (23)

11事立会

081113-12()1

t12110 和市教委 遺構なし。上師器、中世上師器出土っ

有 功 遺 跡 園部1544他
ガス管理 文第47号 (196) 081115

和市教委 遺構なし。土師器少量出土。
設   ‐ 工事立会 350

081119有功遺跡鮮
谷Ю
“

文第47号 (194)

確認調査
集合住宅 和市教委 1継#「

構、弥生Jt代堆積 (落 ち込み) 本 占(3)
に掲載2171

有 功 遺 跡

鯰掛[1[:
文第85号 91) 081125^‐ 1219

191 41

081125

和市矮1鴇 11「圭錦ポよ1品滋、ヽξ易褥毒♂ま本発掘調査

岩 橋 遺 跡
文第47号 (168)

和市教委
遺構なし。上師質、陶磁器等細片少量
出土.確認調査 1000t)

二 田古 墳 群 円尻81831 個人住宅
丈第47弓 (211) 081127

850
和市教委

工事立会

校半小
跡
本
遺
木

Ｉ
本 ノ本 1205
他

店舗建設
文第17号 (262) 081201

和市教委 遺構・遺物なし.
工事立 300

神 前 遺 跡 神前5738 個人住宅
文第47号 921)

浄化槽立会

081201

375 和市教委
遺構 。遺物なしc

井 辺 遺 跡 津秦151 個人住宅
文第47号 (131) 081204

和市教委 還 構 。遺物 な し。
浄化槽立

71 薬 師 谷 遺 跡 1朝 日9451 個人住宅
文第47号 (153)

確認調査

081209

375 和
|「教委

和i「教委

遺構なし。上師質細片少量出上。

薬 師 谷 遺 跡 朝 日9293 個人住宅
文第47号 (150)

確認調査

０８‐２

一
■

遺構・遺物なし。

薬 師谷 遺 跡 判]日 945-11 個人住宅
文第47号 9611

浄 fヒ槽立会  |

08121()

375
和|「教委 遺構・遺物なし。

田 屋 追 跡 直川3267
文第56号 (45) 081211

和市教委 古墳時代の溝等検出。上師器片等出上。
確認調査 1900

75井 辺 遺 跡 1井辺13112 個人住宅
文第47号 (230, 081218

375 和
I「教委 遺構なし。irm質細片少量出t。

浄化槽立会

-7-



遺 跡 名 所 在 地 調査経緯 早指示文書番号 工事立会 実施機関 調 査 内 容 備 考
内  容 調査面積 (ポ )

神前 Ⅱ遺 跡 有家363-7
管ス
設
ガ
埋

文第47号(190 081218
和市教委 遺構 。遺物なし。

工事立会

神前 Ⅱ遺跡 神前163-1
管ス
設
ガ
埋

文第47号 (226) 081218
和市教委 遺構 。遺物なし。工事立会 11040

中筋日延遺跡
中筋 日延338
1

個人住宅
文第47号 (193) 081222

和市教委 遺構なし。包含層より上師器 2点出t。
浄化槽立会

薬師谷遺跡 朝日929-22 個人住宅
文第47号 (200) 081225

和市教委
浄化槽立会

山 口 遺 跡 谷84-7 個人住宅
文第47号 (199) 090119

和市教委
遺構なし。上師器細片をわずかに含む
堆積層を確認。浄化槽 立会

1 薬師 谷 遺 跡 朝日945-10 個人住宅
文第47号 (191)

浄化槽 立会

090120

312
和市教委

遺構なし。黒色土器、上師器の包含層
を確認。叩石出土。

薬 師 谷 遺 跡
朝 日 94515
柿

個人住宅
文第47号 (17D 090122

和市教委
遺構なし。瓦器・土師器を包合する堆
積を確認。浄化槽立会 378

山 口 遺 跡 谷84-8 個人住宅
文第47号 (238)

和市教委
遺構・遺物なし。下層は砂礫層の厚い
堆積。浄化槽立会

曽垣 田遺跡 朝 日945-3 個人住宅
文第47号 (2311 090130

和市教委 遺構なし。t師質細片少量出土。
浄化槽立会 375

黒田71
管ス

去

ガ

撤

文第47号 (279)
和市教委 遺構・ 這物 な しc工事立会

田 屋 遺 跡 直りI1326-7 複合施設
文第56i」 (45) 090212～ 0318

財)和公社
古墳～平安時代の住居跡・溝検出。 1
師器、須恵器、黒色t器出土。本発掘調査 20100

川 辺 遺 跡 川辺229-4 店舗建設
文第85号 (26) 090212～ 0224

和市教委
弥生時代区画溝、奈良時代大溝検出。弥生上
器、須恵器、上師器、瓦器出上。(第 12次調査)本発掘調査

曽垣 田遺跡 朝日955-5 個人住宅
文第47号 (260) 090213

和市教委 遺構 。遺物なしc
浄化槽立会

山 口 遺 跡 谷99-2 個人住宅
文第47号 (304) 090216

和市教委 遺構 。遺物なし。
浄化槽 立会

高 井 遺 跡 直川1218他 宅地造成
文第47号ω84) 090218

和市教委
奈良～中世の11坑、ビット。須恵器、土師器を多1本 書 (3)
く含む落ち込みを検出。設計変更により遺構面保護。 にな弓載確認調査

1 太田。黒田遺跡 黒田108-1 専修学校
文第47号 (326) 090219

和市教委
言重fし

。土師質、黒色土器細片少景

|確認調査

鳴神Ⅵ遺跡 秋月186-1 集合住宅
文第47号 000

和市教委 遺構・遺物なし。
確認調査

井 辺 前 山 古
培 群 井辺2295

物設
査
埋

調
文第56号 (77)

和市教委 遺構 。遺物なしc
「 事
立会 1800

六十谷遺跡
六十谷 7802
他

個人住宅
文第47号 (338)

和市教委
t坑、柱穴状の遺構検出。弥生土器 ?
少量出土。工事立会

11黒 谷遺 跡
上黒谷 103 通信基地

昂

文第47号 (3111 090302
和市教委

遺構なし。斜面に堆積する瓦、11師器、
須恵器包合層を確認。 割

蹴
本

に確認調査

有 功 遺 跡
六十谷 1047-

個人住宅
文第47号 (354) 090303

和市教委 遺構なし。中世の稀薄な包含層を確認。
確認調査 1500

有 功 遺 跡 園部1522-12 個人住宅
文第47秋 315)

和市教委 遺構 。遺物なし。下層は砂礫堆積層。
浄化槽立会

釜 山 古 墳 梅原2991他 遺構確認
文第HO号 Oη 090309～ 0331

財)和公社
周濠外側の外堤葺石を検出。埴輪、瓦
器、t師器出土。 訊

臓
本

に発掘調査

花山古墳群 1島ネ申363-6 個人住宅
文第47号 (295)

和市教委 遺構・遺物なし
浄化 FHI立会

中 野 遺 跡 中野51-7 集合住宅
文第47号 (372) 090310

和市教委 近世以降の土坑検出。フイゴ片出±。
確認調査

中 野 遺 跡 中野51-7 擁壁工事
文第47号 (373) 090311

和市教委
近世以降の上坑 1基検出。かつては沼
状地形か。工事立会

薬師谷遺跡 朝日929-21 個人住宅
文第47号 (239) 090311

和市教委 遺構・遺物なし。
浄化槽立会

曽垣 田遺跡 朝日945-1 個人住宅
文第47号 (263) 090312

和市教委 遺構なし。「L師質細片少量出土。浄化槽立会 299

太田・黒田遺跡 太田430-2 事 務 所
文第47号 (344) 090316

和市教委 遺構なし。 t師質細片少量出土。
工事立会 5600

川 辺 遺 跡 ′‖辺260-1 個人住宅
文第47号 (255)

和市教委
中近世の上坑状遺構検出。床土直下に
安定したベース層を確認。浄化槽立会 405

曽垣 田遺 跡 潮]日 955-2 個人住宅
文第47号 (386)

和市教委 遺構・遺物なし。
浄化槽立会

鳥 井 遺 跡 直ノ‖680 集合住宅
文第24号 (22D

和市教委 遺構・ 遺物なし。自然堆積のみ。
確認調査

鳴神 Ⅵ 遺 跡 1島ネ申916-8 個人住宅
文第47号 (324)

和市教委 遺構・遺物なし。
浄化槽立会 375

本 渡 遺 跡 本渡893 個人住宅
文第47号 (357)

和市教委 遺構 。遺物なし。
浄化槽 ir会

本 渡 遺 跡 本渡893 個人住宅
文第47号 (3711

和市教委
届出に基づき立会調査予定が、設計変更により、
急遠、確認調査実施c土坑2基、溝検出t 訳臓

本

に工事立会 707
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(3)和歌山市教育委員会実施の確認・立会調査概要
①六十谷遺跡 (調査一覧 1)

〔経緯〕個人住宅の浄化槽設置に伴う立会調査

〔場所〕和歌山市六十谷3572

〔面積〕2.64ビ (敷地面積 11281ピ )

〔概要〕遺跡推定範囲の南東部に位置する。 1層 は

表土でレンガ・ プラスチック等を含む。 2層 は暗褐

色シル トで整地前の表土となる可能性がある。 3層
の暗茶褐色砂礫混じり土層が遺物包含層で弥生土器

9点、瓦器 1点 を含む中世以降の堆積層である。 3

層下面に4層 として薄い灰褐色砂質土がみられ、 4

層下面が遺構面で、西壁のやや南寄 りの位置にピッ

ト状の落ち込みが確認された。埋土は 3層 よりも色

調の薄い茶褐色土層である。機械掘削時には未確認

であり、平面プランは確認できなかったが、遺構面

での直径は約35cm、 深さ17cmの ビットになる公算

が高い。埋土に遺物は包合されてなく、時期は不明

である。 5層 は砂礫混 じりの堆積土で当初、無遺物

のベース層と考えていたが、灰茶褐色を帯びた 5a

層に土器の微細片が確認され遺物包合層と判明した

ため、黄茶色砂礫混 じり土層の 5b層 がベース層と

みなされた。第 5図は包合層出土の弥生土器で、 1

は壺胴部で直線文と波状文が施され、 2は壺の垂下

口縁部で凹線文が施される。前記のように、 3層は

中世以降の堆積であるが、包合される遺物の比率・

残存度よりみて、周辺に弥生時代の遺構が展開して

いる可能性が強く感じられた。 (前田敬彦)

4(灰 褐色砂質土 )
2(暗 褐色 シル ト)

≪
・

道
路

．．．２
ゴ

ヒ _____」
第 4図 西壁土層図

第 1図 位置図

Ｊ
Ｒ
六
十
谷
駅

第 2図 調査対象地

第 3図 調査場所

1(暗褐色土 )

茶褐色砂礫混土層 )

5a(灰 茶褐色砂礫混土層 )

l  

茶褐色±

  5b(黄 茶色砂礫混土層 )
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②宇田森遺跡 (調査一覧 12)

〔経緯〕個人住宅の擁壁工事に伴う立会調査

〔場所〕和歌山市宇田森17番 1ほか

〔面積〕11.00J(敷地面積 1118.00ピ )

〔概要〕対象地は遺跡範囲の南東部に位置する。深

掘される擁壁部分の立会調査で中世期の落ち込みを

確認 した。基本層序は 1層が耕作土、 2～ 4層は茶

褐色系シル ト、 5層は灰黄色系シル トで、遺構検出

面は 2層下面である。また 5b層から土師器片 1点

が確認されることから、 5層 も希薄な包含層と判断

され、工事掘削深度内では無遺物のベース層は確認

されない。落ち込み (4層)は、東側隣地のブロッ

ク塀より西へ6.Omの 位置に肩があり、さらに西へ幅

5.6mの 範囲で確認される。落ち込みの東端では幅約

1.Omの 範囲で深さが30cm以上となり、炭・焼土塊

を含んでいる (4b層 )。 上位の深さ20cm程度の浅

く幅広の落ち込みと下位の落ち込みの東肩が共通し、

ともに焼土塊を含むことから、 L位を土坑 1上層、

深い部分を土坑 1下層としたが、掘削幅が lmと狭

く、遺構の展開を確認できず、厳密に一連の遺構か

どうかは確定できなかった。土坑 1上層より土釜

(第 5図 )・ 瓦器片が出土、土坑 1下層より土師器

片数点が出土した。

中世と判断される遺構は、耕作土表面から 27～32

cmの浅いレベルでの検出であり、今後、周辺の開

発には留意する必要がある。また、土坑内の焼土塊・

炭の存在より、周辺で鍛冶関係の遺構 0遺物が検出

される可能性も想定される。 (前田)

w12m 17V8m
2(淡灰茶褐色シルト)||  3́(茶褐色シルト)

第 4図 北壁土層図

第 2図

水田 平面仮0ポイント~誦
梓

調査対象地

~1 1           L__

|

」|   ■
一
・
 ^        

“̂   |
|

1翌1
W10m 1/V6m

0           10om

第 5図 遺物実測図

道 路
 _

第 3図 調査場所

第 1図 位置図

4(暗茶褐色シル ト
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③鳥井遺跡 (調査一覧21)

〔経緯〕擁壁工事・廃棄物除去に伴う確認調査

〔場所〕和歌山市府中字高井田20-1、 22_1、 22-3

〔面積〕11.84耐 (敷地面積 2065.60置 )

〔概要〕対象地は遺跡推定範囲の東端で、敷地西端に

1区を設定 し、事業者の協力により東側に 2区、南西

端に 3区を設定した。調査面積は 1区275ビ (2.5m×

1.lm)、 2区 6.75ぽ (18m× 3.75m)、 3区 2.34ポ (0.9
m× 26m)で ある。
1区  厚さ70～ 80cmの 盛tの 下に旧耕作土 (1層 )
があり、 203層 は耕作関係とみられる。 405層 の
灰色系粘土から遺構・遺物は確認されず、 6層は灰色

砂礫層で湧水がみられた。

2区 現況地表は 1区 より約40cm低い。厚さ1.5mも
の盛tがあり、その下に旧耕作土 (1層 )があり、黄
茶色シル ト (3層 )下に遺物包合層 (4層 )が確認さ
れ、 4層下面から形成されるt坑状の落ち込み (SK
l)が確認できた。
3区 擁壁近接地で確認調査を行ったが、現況地盤か
ら12m下まで擁壁設置に伴う掘削が及んでおり、もと
の堆積土は残されていなかった。

遺物は、 2区 4層で土師器 4点、t坑 (SKl)よ
り土師器 7点 (ハ ケの密度、器厚よりみて少なくとも

3個体はある)。 f_坑の土師器は、器厚が 6～ 8 mmで外面をハケ調整する甕が多い。胎上がやや雑
で古墳～奈良時代の資料と考えられる。

対象地は府中Ⅳ遺跡の立地する魔陵下に位置し、西には鳥井遺跡の立地する南へ伸びる低丘陵が

存在する。 2区で包含層・遺構が確認された。対象地のすぐ東側には、高速道路や建物で不明確に

はなっているが、標高 8～10mの微高地が存在したことがわかる。この微高地上に遺跡が展開した

可能性も考えられる。 1区 と2区で旧耕作上の地表レベルで12mも 差があり、東側が低くなって
いる。 1区最下層の灰色砂礫層の下部に遺物包含層が存在した可能
性は今のところ低いと思われ、旧地形が東側に傾斜していたものと

考え
～
。前 D       l

(床土類似 )

灰茶色粘土

暗灰色粘土

灰色砂礫層

〔2区土層〕
● 耕作土
2 床土
0 黄茶色シルト
● 黒褐色シルト
C 黒褐色シルト
{ことは区別できる
13 灰色粘土

盛土

仮 0 20m

|―

|

6

〔1区土層〕
1 耕作土
2 床土

q___+___Lm:′ 姿裏暦最墜
ルト

第 2図 調査対象地

1区北壁

第 4図 土層図
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④太田城水攻め堤跡 (調査一覧29)

〔経緯〕公共下水管埋設工事に伴う立会調査

〔場所〕和歌山市出水地内

〔面積〕28.48ポ (対象面積52400ポ )

〔概要〕立会調査は、埋設される下水管の長さにあわ

せて約 5mご との掘削・埋設を繰り返すものであった。
幅 lm前後で、深さ2mの垂直掘りで、しかも掘削部
分の北面は先行する工事により埋め戻された地層であっ

たため、壁面が崩壊しやすく、工事を長時間中断して

の調査は困難であった。壁面が保持されている筒所に

ついては施工業者の協力を得て、短時間の作業で壁面

を平滑にして、分層を試みたが夜間工事のため土層の

識別も困難であった。立会箇所は6地点において行っ

た。各調査区の面積は、 1区 4.0ぽ (0.8m× 5.Om)、
2区4.OJ(1.Om× 4.Om)、 3区072J(0.8m× 0.9m)、

4区 5.38ピ (10m× 1.3m+1.4m× 17m)、 5区 5.0爵

(1.Om× 5.Om)、 6区 9.36ポ (0.9m× 10.4m)である。

前記のように、土層は不明確ではあるが、概要として

は上位よリアスファル ト、工事に伴う埋め戻し土 (濁 っ

た土やしまりのない砂層)がみられ、その下位に灰褐

色や灰黄褐色系の粗砂層が厚く堆積し、最下層で鉄分

の影響を受けた砂礫層に変わっていく。堤

本体の調査で確認されたような粗砂とシル

ト層が多く形成されるような傾向は認めら

れず、 しまり具合も弱く感じられた。遺構

としては、 5区の壁面で下部に横木をもつ

石垣とみられる遺構、 6区 で深さ約0.8m

の溝肩部が確認されたが、いずれも伴出遺

物がなく、時期は不明である。全体として

堆積下部の灰褐色や灰黄褐色の厚い砂層は、

大田城水攻め堤の構築の内部構造とは考え

られず、最下部の砂礫層も含めて、堤構築

第 2図 立会場所 (『紀ノノ|1流域堤防井堰等遺
跡調査報告書Ⅱ』和歌山井堰研究会 (2004)に 加筆)

第 3図 調査場所

第 4図  土層図 (調査区相互のレベルは第 2図の道路面標高を参照した推定値)

土層位置

-12-



以前の河川による古い時期の自然堆積層と判断している。 5区検出の石垣遺構は、胴木よりみて堤

に直交に近い角度とみられ、堤に伴う石垣とは判断できなかった。深いレベルでの確認であり、堤

構築以前の石垣の可能性を考えたい。 6区検出の溝の肩部は、調査区内での方向性が不明である。

仮に東西方向からやや北西方向に振るものとした場合に、堤北側の推定される裾位置に近 く、堆積

土中にブロックを含むことから、堤構築に伴い北側に掘削された溝状遺構の可能性がある。ブロッ

ク混じりの土は、堤構成土が流出し、溝内に堆積したのかもしれない。 (前田)

⑤川辺遺跡 (調査一覧34)

〔経緯〕分譲住宅建設に伴う立会調査

〔場所〕和歌山市川辺174番 1

〔面積〕17.30ピ (敷地面積40218ビ )

〔概要〕対象地は遺跡推定範囲の南端である。擁壁工

事に伴って立会調査を行った。各調査面積は 1区 1.4

ピ (10m× 1.4m)、 2区 0.64」 (08m× 08m)、  3区
0.91ご (07m× 1.3m)、 4区 105ピ (07m× 15m)、

5区 13.3ビ (0.7m× 19.Om)で ある。東側の県道沿い

の 10205区 は既存の擁壁 0道路敷設に伴うホリカ
タ・盛土であり、旧耕作土などの堆積土はほとんど残

されていなかった。西側の市道に沿う部分の304区
は盛上下位にわずかに旧耕作土 (1層 )以下の堆積が

残され、 2層 (床土)は赤茶色シル ト層、 3層 は灰茶

色シル ト層で、工事掘削は 3層の途中までであった。

4区床土 (2層)か ら江戸時代の土人形 (第 5図 )、
3区 3層 より微細な土師器片 (古墳時代か ?)が 出土
した。市道は県道中央より約50cm低いレベルにある。

304区 の 3層には古墳時代かと思われる土器細片が
含まれており、確定はできないが、占墳時代の希薄な

包合層である可能性が認められた。 (前田)

第 1図 位置図

L=95m

1(耕作土 )

第 2図 調査対象地

///////市道のホリカタ

/   0           1m

第 4図 土層図 〔4区北壁〕

0      2 cm

―第 5図 遺物実測図
＼

第 3図
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⑥宇田森遺跡 (調査一覧52)

〔経緯〕分譲住宅建設に伴う確認調査

〔場所〕和歌山市宇田森13

〔面積〕17.72ピ (敷地面積1894.00ポ )

〔概要〕南北に細長い対象地の北端、中央、防火水槽

設置予定など4ヵ 所に調査区を設定した。両方につい

ては野菜を栽培中であり、敷地西端部に調査区を設定

できなかった。調査面積は、 1区 286J(幅 1.3m×

長さ2.2m)、  2区 3.64だ (幅 1.3m× 長さ2.8m)、  3区

3.12ピ (幅 13m×長さ2.4m)、 4区 810ピ (幅 1.5m×

長さ5.4m)で ある。基本土層は耕作上・床土の下位

に灰褐色系シル ト層が堆積し (3～ 6層 )、 1区灰褐

色系シル ト層下部の 3～ 6層からは瓦器 0土師器片が

出上し、それらは中世期の堆積層と判断された。 3区

で地表から約70cm下で無遺物層 (13層 )、 4区では

地表から約50cmよ り下位で無遺物層 (8～ 10層 )が

確認された。耕作土から順次、機械掘削しながら遺構

の確認を行ったが、明確に遺構と呼べるものは確認で

きなかった。ただ、 3区では土師器羽釜の大振りな個

体 (第 5図 1)が 中央部から出土し、壁際のサブトレ

ンチで堆積層の落ち込みを確認し、羽釜もこの落ち込

み内の遺物であった可能性がうかがわれた。また、 4

区では 8層上面から炭混 じりの茶褐色シル ト層が緩やかに

落ち込むのが確認され、落ち込み内の 7層からは須恵器細

片、土師器把手 (第 5図 5)出士し、層位も考慮 し古墳～

奈良時代の堆積層である可能性が考えられた。この落ち込

みが遺構かどうかを検討 したが、傾斜がかなり緩やかであ

り、遺物の包合も稀薄であることなどから、積極的に遺構

であるとの判断が下せず、当時の微地形の可能性を指摘で

きる程度であった。 3区 と4区で無遺物のベースと見られ

る地層が確認された。 102区 は無遺物層まで掘削してい

ないので不明だが、 4区第 7層 の古墳 0奈良時代の堆積に

含まれた甕 (第 5図 6)の ような弥生時代の遺物は極めて

稀薄であり、鎌倉時代の瓦器・i師器片が優勢である。地

盤は南側で高く、北に向かって傾斜し、その内部に鎌倉時

代を中心とする堆積層が形成される場所で、柱穴・土坑の

形成も顕著ではなく、古墳・奈良時代からと鎌倉時代頃の

落ち込み地形が展開するようである。より南方で明確な遺

構面が形成されるかどうか、今後注意する必要があろう。

(甫T田 )

第 2図

第 1図 位置図

`/1
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第 3図 確認調査地区



〔3区西壁〕 〔2区東壁〕 〔1区東壁〕

1 1 1
_日

3

羽釜出土の

推定 レベル

〔土層〕
1  耕作土

:}床土
4  灰茶褐色シル ト

0               2m

５

６

７

７

８

落ち込み     鉄分沈着

茶褐色シル ト       9
黄茶褐色シル ト      10
炭混じり茶褐色シル ト   11
炭混じり暗茶褐色シル ト  12
黄茶褐色シル ト

第 4図 土層図

黄茶褐色粗砂混シル ト
黄茶色粗砂混シル ト
明黄茶色シル ト
炭混じり灰褐色シル ト

)
―ヽ―J[ク、

´ ゴ 五
第 5図 遺 物 実 測 図 (1:3区 6層下か12層、2:3区 12層、3:1区 6層、4:4区 6層、5。 6:4区 7層 )

⑦平の下遺跡 (調査一覧 56)

〔経緯〕宅地造成に伴う確認調査

〔場所〕和歌山市西庄4901ほ か

〔面積〕1697ピ (敷地面積 99810ピ )

〔概要〕進入路と宅地造成予定地内に4ヶ 所の調査区

を設定した。調査面積は 1区 4.63〆 (125m X3.7m)、

2区 4.42J(1.7m× 2.6m)、 3区 468ビ (18m× 26

m)、 4区 3.24耐 (12m× 27m)で ある。対象地は 1
m前後の盛土により平坦地となっているが、丘陵部に

近い北側の 102区で旧耕作土が高く、南側の 3・ 4
区で約30cm低い。 1日耕作土以下は各種の砂層堆積と

なり、土地測量図面を参考にすると仮 レベルで3.7m

～41mに みられた暗茶色・灰茶色系砂層より瓦器 0

土師器の出土が確認され、これらが中世期を中心とす

る堆積層と判断された。砂層堆積のため壁面が脆く、

下面からの湧水も著しかったことと工事掘削深度との

関係によって、 1区を除いて中世包合層の下端は確認

しなかった。 1区を参考にすると、下層では遺物の少

ない灰色砂層や無遺物の可能性のある礫混灰色砂層に

変わっていくようだが、 4区 との比較ではこれらの灰

を

保

Ｌ

〔4区西壁〕

洲
厠
Ｗ
ゴ
Ｔ「「
・「
キ
ヽ

第 2図 調査対象地
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西ブロック天端

西ブロック天端 〔3区北壁〕
〔4区北壁〕

2

西ブロック天端

〔2区北壁〕

一６

中

ヽ

″ 一
日

「
Ｈ

|

2類 似

―-5 0m

耕作土

淡灰色砂層

黄茶灰色砂層
淡灰茶色砂層
礫混灰茶色砂層

灰色砂層

礫混灰色砂層

―-4 0m-3b
3c

― ―
‐

一  

―

礫混じり晴茶色砂層

3b 赤茶色砂層  4b
3c 暗茶色砂層

第 4図 土層図 (レベルは南側の県道脇の仮B M50mよ り)

色砂層は旧耕作土や遺物包含層と同様に南側に向かって下がっていくと

推定される。遺構は確認されなかった。遺物は前記のように、瓦器・土

師器がほぼ同量出土 し、 4区 4b層からは中世とみられる瓦も1点出土

した。第 5図 1は土師器杯の底部、 2は瓦器椀口縁部である。

平の下遺跡では、東側隣接地の確認調査で対象地の一部において、鎌

倉時代を中心とする遺構 (溝・土坑)

が確認されている。地表から約44cm下

と約56cm下の 2面の遺構面があり、淡

＼、  |_イ

ヽ

第 3図 確認調査地区

灰黄色シル トが基盤となっている。基盤となる土質は異なるが、

今回調査区の 1区 と類似する様相を示している。今回の調査区で

は遺物は一定量存在するが、遺構は確認できず、下層まで砂層堆

積が顕著であった。深掘 していないが、遺跡の中心部ではなく、

中心部からほど近い位置にある縁辺部と推定された。 (前田)

③有功遺跡 (調査一覧64)

〔経緯〕集合住宅建設に伴う事前確認調査

〔場所〕和歌山市六十谷字西ノロ1049番 1、 1049番 3、

〔面積〕21.71ピ (敷地面積997.35ポ )

〔概要〕対象地内で掘削工事が予定される範囲を中心

に 5ヶ 所の調査区を設けた。それぞれの調査面積は 1

区5,75ピ (1.15m× 5.Om)、 2区 6.27ぽ (1.lm× 5.7m)、

3区 3.0ポ (1.2m× 25m)、 4区3.24ピ (1.lm× 29m)、

5区3.45ビ (1.15m× 3.Om)で ある。

対象地のベース層 (砂礫混じり黄茶色土層)は北側

に高く、南側に低い傾向があり、特に南西方向で最も

低いとみられる。基本層序としては I層 (耕作土)、

Ⅱ層 (床土)、 Ⅲ層 (灰茶色系シル ト層、中世包含層)、

Ⅳ層 (黒色粘質土層、弥生時代包含層)、 V層 (砂礫

混じり黄茶色土層、無遺物のベース層)と なり、Ⅳ層

1049259

司

0       5 cm
l一

第 5図 遺物実測図
(3区 4b層 )

―-16-―

図 位置図
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建ヽ物予定地

馬呵́ 浄化槽予定地

1生
囮」

第 2図 調査対象地         第 3図 確認調査地区

は南西部の4区のみで確認され、Ⅲ層が北に薄く、南側で複数の層に分けることができる。

遺構は 1～ 3区、 5区で中世期とみられる溝、土坑、ピットが確認された。特に3区では複数の

土坑・ ピットが切り合い関係をもって密集していた。複数の遺構に瓦器片が確認されること、遺構

埋土がおおむね共通していることなどから鎌倉時代を中心とする時期と推定される。 4区では厚さ

55cmに もわたって弥生土器を包合する堆積土が確認さ

れ、 305区 ではまったく確認されない状況のため、
4区周辺に弥生時代の落ち込み状の遺構かもしくは谷

状地形が展開していると判断される。遺物は前記のよ

うに、包合層や遺構から瓦器・土師器片、 4区のみ弥

生土器 (第 6図参照。前期のヘラ描沈線文の甕や壺破

片が多 く、わずかに土師器とみられる破片が包含され

る)が複数確認された。

本調査地の南東部隣接地においてもピットが確認さ

れていることより、周辺に中世期の遺構が展開してい

る可能性が高い。また、 4区で確認された弥生時代の

落ち込み (谷状地形)は、前期に遡る公算が強 く、弥

生時代の早い段階から本遺跡が展開していた状況を示

しており、重要である.(前田) 第 4図 遺構平面図

へ
、　
○

ｍ
０ ‐０

一

東

〔1区 土層〕
1 耕作土
2 床土
3 褐灰色シル ト
4 灰黄砂礫混じり土層

〔5区土層〕
1 耕土
2 床土
3a 3b 灰茶色砂礫混じり
土層 (3bの 方が灰色ll土 分強01
4 灰色粘質土
5 暗灰色シル ト
6 暗灰色やや粘質土

1 耕土
2 床土
3 茶灰色シル ト
4 灰色 シル ト
5 茶灰色 シル ト
6 淡茶灰色 シル ト
7 灰茶色 シル ト
8 灰黒色シルト (やや粘)
9 黒色シルト (やや粘)
10 黄茶色砂礫混じり上層
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ー第 2図 調査対象地

〔司区〕

〔2区〕

■
「

~´

l Lぐnl M|| |ャ SDl
Li l SKl
∫■―

〔5区〕

〔5区南壁〕

7.鰊 /´

第 5図 土層図
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第 6図 遺物実測図



⑨高井遺跡 (調査一覧90)

〔経緯〕宅地造成に伴う事前確認調査

〔場所〕和歌山市直川字高井垣内1218番の一部、1219

番の一部、1220番 の一部、1221番、1222番の一部、12

23番の一部、1224番 の一部、1228番 1の一部、1229番

9の一音『

〔面積〕40.45ピ (敷地面積4026.49ご )

〔概要〕調査面積は、 1区 4.59ポ (南北18m× 東西2.

55m)、 2区 8.04ピ (南北2.4m× 東西3.35m)、 3 LX 9.

2J(南北2.3m× 東西4.Om)、 4区 2.7ピ (南北15m
×東西18m)、 5区 2.72J(南北16m× 東西17m)、

6区 132ぽ (南北1.65m×東西8.Om)で ある。

対象地は斜面地を段々に整形した土地であり、調査

区ごとに堆積様相が異なり、共通の地層とはならない

ので調査区ごとに概要を記載する。

1区 床土の下にしまりのない灰茶色砂層 (3層 )の
堆積があり、瓦器・近世磁器が包合される。 3層 は江

戸時代以降の堆積となる。 4層は須恵器が 1点 (第 6

図 2)のみの出上であり、堆積の時期を確定できない。
4層下面に土坑が 3基形成される。灰茶色系シル トを

埋土とするが、灰色の強いSK3・ 4と褐色の強い S
K5に 2分 される。 SK4の 壁は垂直に立ち上がる。
他地区の堆積土を参考にすると、灰色の強いSK30
4は 中世期の遺構の可能性が認められる。

2区  2区は南側で地山がなだらかに傾斜する。下層
に水分を多く含む灰茶色砂層 (5層 )が あり、さらに

下層に灰茶褐色系シル トの堆積 (6層 )がある。遺構

は6層下面に土坑が形成される。埋上は 6層 と共通す

る。この地区の 5層 は西方の 3区 4層 と類似すること

から、瓦器を含む中世の堆積と想定される。 6層 は3

区の 5層 と類似するが、時期の決め手に欠ける。 SK
102の埋土から須恵器・ L師器が出土することと中
世堆積の下層堆積であることより奈良時代の可能性が

あるが、 3区 6層 (奈良時代堆積)と は明らかに異なっ

ており、あるいは中世期の堆積 。遺構であるのかもし

れない。

3区  4層のしまりのない灰黄茶色砂層からは瓦器が

出土し、 5層の灰茶褐色シル トからも瓦器が出土する

可能性がある。 6層は、よくしまった堆積で大振りな

須恵器片を合んでいた (第 6図 1・ 3～ 6)。 6層下

F●

位置図

直川小学校
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la 腐蝕±         3a
lb 旧耕土に近い灰褐色±  3b
lc 表土の一種       3c
ld 耕作±         3d
2 床±          3e

3c

灰色シル ト

地山ブロック混 じり灰黄茶シル ト

淡灰褐色シル ト 3g 灰茶砂混 じリシル ト

第 4図 土層図 (レベルは県道上の仮B.M100mよ り作成)

第 5図 遺構平面図 (1。 2・ 4区 )

面は、 2区ベース面より明らかに30cmほ どは下がっており、他地区で類似の堆積が認められなかっ

たことや大振りな須恵器片を含むことより、落ち込み状地形の堆積か溝などの遺構埋土の可能性が

考えられた。

4区 斜面地付近に設定した 4区の南半は傾斜し、 1層の腐食土のみの堆積となる。 4区北側の
3c層 (灰黒色系シル ト)の下面に土坑 SK6が 形成される。 SK6の 構築される3d層は地山
ではなく、淡灰褐色シル ト (3e層、土師器片 1点)の下面が無遺物のベース層となるようであ
る。 3c層からは須恵器・土師器が出土するものの、瓦 (律令期ではない)の包合もみられるため、

明確に時期を確定できない。

5区  1層の堆積が不安定であり、地山レベルも水平ではない。遺構・遺物は確認されなかった。
6区 防火水槽設置予定地に東西方向に設定した。旧耕作土の下、32～ 38cm程度で岩盤風化層と
なる。遺物は東部の 3a層 より上師器 2点、チャー ト製火打石 (第 6図 7)が確認されたが、遺
構は検出されなかった。本来は北から南へ傾斜する旧地形であったものが、平坦地をつくるために

削平を受けたものと思われる。

全体として、大きく分けて奈良時代頃と中世 (鎌倉時代頃か)の 2時期の遺物が確認された。土

坑のいくつかは、埋土よりみて中世期の可能性が高く認められた。 3区の 6層からは大振りな奈良

時代の須恵器片が出上し、 6層 自体が遺構埋土、落ち込み地形内の堆積土の可能性があり、周辺に

二』40m    〔4区東壁〕
¬

「 I~T丁

~~~~~~~~~、
、
、
、

〔5区土層〕

4 砂礫混じり灰黄茶砂層
5 灰茶色砂層
6 灰茶褐色細砂層

〔6区北壁〕

1 la l

〔2区〕 〔4区〕

限

卜
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第 6図 遺物実測図 (1・ 3～ 6i3区 6層、2:1区 4層、7

＼

o            10cm

6区 3a層 )

同時期の遺構が展開している可能性が強く認められた。西側の直川小学校敷地内の調査では古墳時

代の竪穴住居 2棟、平安時代の掘立柱建物 8棟、溝など多数の遺構が発見されている。本調査にも

同様の遺構が展開しているものと判断される。ただし、東側については谷状地形となっており、遺

構が展開するのは東側の谷状地形までの範囲と推定される。 (前田)

⑩上黒谷遺跡 (調査一覧95)

〔経緯〕無線基地局建設に伴う事前確認調査、立会調査

〔場所〕和歌山市上黒谷103

〔面積〕3.72ぽ (開発面積177.44ゴ )

〔概要〕無線基地局建設予定範囲の北東隅付近 (1区 )

と南西隅付近 (2区)に調査区を設定した。

上層より耕土・床土の堆積があり、その下層は細砂

や小礫の混 じるシル ト層の堆積層 (3・ 4層 )であっ

た。褐色系の506層が主たる包含層であり、土師器・

須恵器・瓦が包含されていた。 506層 は北から南に

傾斜 して堆積する。 6層は 2区で色調より分層して把

握したが、 5層 の下部となるのかもしれない。遺物は

506層 ともに含まれていたが、 1区での出土量は少
なかった。灰色系の砂礫層 (7層 )がベースとなり、

調査区の中では無遺物層とみなされた。遺物のうち 5

層出上の須恵器・土師器は細片ながら、古墳時代後期

～奈良時代とみられる。瓦は細片であり時期を特定で

きない。

5・ 6層は周辺の地形と同様に北から南へ傾斜して

堆積する。無遺物の 7層 は砂礫層で、湧水が著 しく、

不安定な堆積層とみなされ、 506層 の下面に遺構は

確認できなかった。総合的に判断して、対象地に遺構

が形成されている可能性は低 く、より北側に形成され

ていると推測され、それらの遺物が斜面地に堆積した

皿屹m赳 7＼
-(7のみ )

第 1図 位置図

第 2図 調査対象地
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0          1m

第 4図 土層図

第 3図 調査場所
(1区 02区は確認調査)

|    
。           10cm   l11

第 5図 遺 物 実 測 図 (掘肖」範囲の南端 6層出土)

ものと判断される。なお、立会調査時に遺構は確認されなかったが、対象地中央南端の 5・ 6層か

ら土師器把手付甕 (渦 )が 出土した。把手は薄く、上方へ屈曲する形態で 7世紀代に多くみられる

タイプである。平成19年度の立会調査においても7世紀代の遺物が確認されており、本遺跡の主体

となる時期が 7世紀代である可能性が高まった。 (前田)

①六十谷遺跡 (調査一覧110)

〔経緯〕倉庫建設に伴う事前確認調査

〔場所〕和歌山市六十谷3573

〔面積〕7.07J(敷地面積13150ピ )

〔概要〕 JR六十谷駅の西方に広がる遺跡で、低位段
丘上面に立地する。弥生時代の遺跡として知られるが、

発掘調査事例は皆無に等 しい。対象地は遺跡範囲の東

端で、段丘上の平坦面の南端に近い。対象地中央北部

に 1区 を設定 し、調査を実施 したところ、遺物包合層

¬

工
事
対
象
地

卜

‐
―

‐
‐

―
フ
‐劃
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が確認できたため、建物中央部に東西方向に長 く2区

を設けた。土層は、盛土の下に旧耕作土の 1層、遺物

包含層である2層、岩盤風化層のベース層と判断され

る5層が堆積し、 5層上面が遺構面となる。 2層は 1

区と2区西側では確認できるが、 1区東側では 1層の

下が 5層 となり、 2層 は薄くなるか、もしくは存在し

ないようである。 1区 と2区で遺構面のレベルを比較

すると南北方向では、やや南に向かって傾斜し、東西

方向にはほぼ水平となるようである。

遺構は 2区で土坑 2基 とピット1基が確認された。

SKlは 浅い土坑で埋土は 5 cm程度。土師
器小片とサヌカイ ト片 (?)を 含む。時期
は確定できない。 SK2は 検出面から28cm
以上の深さがあり、黒褐色系の埋土をもつ。

サブ トレンチ内では大振 りな須恵器甕回縁

部破片 (7世紀前半頃)が出土 し、遺構面
上面では瓦器・土師器の小片が確認された。

時期は確定できないが 7世紀前半頃を想定

しておきたい。ピットは深さ10cm程度とみ

られ、確認した範囲では遺物は出土しなかっ

た。 1区 と2区の包含層 (2層 )か らは土

師器が複数出土するが、時期を確定できな

い。 2区の機械掘削中、掘削後の盛土より

庄内～布留式期の甕口縁部、小型器台口縁

部、高杯脚部の破片が確認され、古墳時代

初頭頃の包含層や遺構が近辺に形成されて

いる可能性も強く感じられた。

狭い範囲の確認ではあるが、遺物包含層

と遺構が確実に存在する。土器は総数60点

前後で、古式土師器と時期不明の土師器が

多 く、弥生土器、瓦器、須恵器が微量であ

る。低位段丘の傾斜面に近いが、南側隣接

地における立会調査でも遺構が確認されて

おり、付近一帯に遺構が形成されているこ

とも判明する。 (前田)

― 第 4図  2区遺構平面図

〔1区北壁〕 〔2区北壁E20m〕 〔2区北壁E55m〕

〔土層〕
1 25Y3/2粗 砂混シルト

道

　

路

S41

0    2m E60m
土層  底面は未掘

2 10YR3/3シルト混粗砂  3 10YR4/3粗 砂混シルト
5 10YR4/3シルト混粗砂  4 10YR3/4シ ルト

0        1m

―
第 5図 土層図

第 2図 調査対象地

第 3図 確認調査地区

〔2区南壁E85m付近〕
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(4)財 団法人和歌山市都市整備公社実施の発掘調査概要

①川辺遺跡 第 9次確認調査 (調査一覧10)
1 調査の経緯と経過

和歌山市域の東端部にあたる和歌山市川辺及び里周辺に所在する川辺遺跡は、紀ノリ|ロヒ岸の標高11.50m

前後の沖積平野に立地する遺跡である。この遺跡は東西約 l km、 南北約650mの範囲をもち、縄文時代から

中世にかけての大規模な集落遺跡として知られている。

当遺跡の過去の調査には、昭禾E62・ 63年度及び平成304年度に財団法人和歌山県文化財センター (以下、

「県センターJという。)が行った一般国道24号バイパス建設に伴う1事前調査(調査面積30,641ピ)及び、平

成9012・ 13年度に同じく県センターが行った県道和歌山貝塚線道路改良工事に伴う発掘調査 (調査面積約

7,400置)がある。また、平成13年度には財団法人和歌山市文化体育振興事業団 (以下、「市事業団Jとい

う。)が遺跡の実態解明を目的とした発掘調査 (調査面積192ど)を実施している。そして、平成18年度には

大規模開発の事前調査として財団法人和歌山市都市整備公社が確認調査を行い、その成果をもとに平成180

19年度に開発計画に対処する本発掘調査を実施している。以上の調査成果から川辺遺跡の様相がかなり明確

となりつつある。これらの調査では、縄文時代晩期の土器棺墓、弥生時代中期の竪穴住居や方形周溝墓、弥

生時代後期から古墳時代初頭にかけての竪穴住居、古墳時代後期末から飛鳥時代にかけての竪穴住居や掘立

柱建物、中世の掘立住建物や土坑墓など多数の遺構を検出したほか、遮光器土偶などを含む多量の遺物が出

土している (第 1図 )。

今回の調査は、昨年度調査を行った一般国道24号バイパス西側の水田及び畑地における大規模開発計画

脅 _|
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第 1図 調査対象地位置図
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に伴う調査に続き、同国道東側の開発計画を起因とする事前の確認調査として行ったものである。

この開発用地が『和歌山県埋蔵文化財包蔵地所在地図』に記された川辺遺跡 (遺跡番号145)の 範

囲内であったため、和歌山市教育委員会が国庫補助金を得て実施することとなった。調査は、和歌

山市教育委員会文化振興課の指導のもと財団法人和歌山市都市整備公社が和歌山市から委託を受け

て実施した。今回の調査地は、開発計画範囲の中でも東及び南縁辺部にあたる擁壁工事計画路線に

あたる地点であり、県センターの国道バイパス線建設に伴う調査区及び市事業団が実施した平成13

年度調査区に近接する調査区であったことから、調査の計画当初から内容等双方の調査成果を参考

に調査を進めた。

現地における調査は、平成20年 5月 1日 から同年 5月 29日 までの約 lヶ 月の期間を要した。

2 調査の方法と概要
(1)調査の方法

今回の調査は、開発計画範囲約 20,000ピ の内、東及び南縁辺

部にあたる擁壁工事路線を対象に幅 2m、 調査区長 5mの調査

区を 9ヶ 所設定して行った (第 2図 )。 調査面積の合計は約90ピ

である (第 1表 )。

調査地の現況は、大半が水田であり、一部に休耕田である荒

蕪地が含まれている(図版 7)。 重機による掘削は、先述の 2例

の調査成果を基に遺構面直上の遺物包含層まで慎重に行い、検

出した遺物包合層の掘削と遺構の検出及びサブ トレンチによる

下層調査を人力掘削によって行っ

た。また、遺構掘削は、基本的

に実施しないものとして計画し

ていたが、遺構の時期など最小

限の情報を得るため文化振興課

担当者と協議して部分掘削を行っ

た。

図面による記録は、各調査区

に仮原点を設置して遺構平面図

及び壁面土層断面図(縮尺1/20)

の作成を行った。各調査区の仮

原点は、基準点測量を行い旧国

上座標 (日 本測地系)の数値とし

た。土層の色調及び土質の観察

については、農林水産省農林水

産技術会議事務局監修『新版標

準土色帖』を用い、水準値は国  ′

第 1表 調査面積一覧表

調査 区 長 さ 幅
面積
(r)

第 1区 21 0.5

第 2区 5.0 0.5

第 3区 5.0 2.0 0.0

第 4区 5.0 0.5

第 5区 20 0.0

第 6区 5.0 1.0

第 7区
第 8区 5.1 2.0 0.2

第 9区 5.0 1.0

合   計 94.8

家水準点 (T.P.値)を基準とした。
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(2)基本層序

調査地の基本層序については、当財団が行った第 2～ 6次調査の層序を参考として褐色粒を多く

含む鎌倉時代の堆積層 (第 4層 )と 飛鳥時代から奈良時代を中心とする遺構面のベース層 (第 6a

層)を基準層ととらえてこれらの層位関係から堆積した時代を考慮し、各調査区の対応関係を考え

て層位番号を付した。なお、各層位の堆積時期は、上位から現代の水田耕作土 (第 1層 )、 江戸時代

の耕作土 (第 2層 )、 室町時代から江戸時代にかけての耕作土 (第 3層 )、 鎌倉時代の堆積と考えられ

る褐色の鉄分粒を多量に合むことを特徴とするにぶい黄色系の粗砂混シル ト(第 4層 )、 飛鳥時代か

ら平安時代にかけての堆積土 (第 5層 )、 弥生時代後期の堆積土 (第 6a層 )の他、弥生時代中期と考

えられる堆積土 (第 6b層 )で ある。また今回の調査では遺物の出土は認められなかったものの、縄

文時代晩期の堆積層と考えられる第 6c層を第 1・ 3・ 708区 で検出し、さらに下層の状況を第
1～ 3区において確認した。特に、第 2区では、それまでのシル ト質層とは異なるにぶい黄褐色系

の粗砂層 (第 7層 )を確認し、これまでの調査成果からみても無遺物層と考えられる。

なお、これらの土層対応関係を東西方向及び南北方向に分けて柱状模式図 (第 3図)に示した。

また明瞭な遺構が検出できた調査区は、第 1～ 5区及び第 809区 であり、その遺構面の対応も同

図に示した。この状況から調査対象地を縦断する南北方向では、第 4～ 6区にかけて谷状の地形が

第 2区東壁 第5区東壁 第7区北壁
X=-192993mイ寸近

X・ 1 第6区東壁

L=1000m

6b

第1区東壁

第4区北壁

2a

2b

第9区北壁

1 5Y4/1(灰 )シル ト混粗砂
2a 25Y5/3(黄 褐)シルト混細砂
2b 25Y5/4(黄 褐)シルト混細砂
3a 25Y5/2(暗 灰黄)粗砂混シルト
3b 25Y5/4(黄 褐)粗砂混シル ト
3o 25Y6/6(に ぶい黄)粗砂混シルト
4a 25Y4/3(オ リーブ褐)粗砂混シルト

(褐色粒を多く含む)
4b 25Y4/3(オ リーブ褐)粗砂混シル ト
4c 25Y5/3(黄 褐)粗砂混粘土
5 25Y4/1(黄 灰)粗砂混粘土
6a 25Y5/4(黄 褐)粗砂混シルト
6b 10YR5/4(に ぶい黄褐)粗砂混シル ト
6c 10YR4/3(に ぶい黄褐)粗砂混シル ト
6d 10YR5/4(に ぶい黄褐)細砂混シルト
7 10YR4/3(に ぶい黄褐)粗砂

第 3図 調査地土層柱状模式図 1
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展開していることが分かり、対象地北半部の東西方向横断図では先に応ゝれた谷状地形が緩やかに東

部に広がる傾向を示している。対象地南半部にあたる第 809区 の東西方向横断図ではやや西に向
けて下降する堆積を示しているものの、現地表面と平行する自然堆積の状況を示すものであり、比

較的安定した状況であると思われる。

3 遺構

今回の調査では大半の調査区において様々な時期の良好な遺構を検出した。

まず第 1区では最も新しい時期である江戸時代の溝を第 3層上面において検出した。また第 2区

では第 5層上面及び第 6a層上面の 2面の遺構面を検出した。この第 6a層上面の検出では、第 40

5区においても溝を、第 8・ 9区においても溝や L坑を検出した。また第 304区 では、下層の状

況確認のために設定したサブトレンチ内部の第 6b層上面において弥生時代と考えられる遺構を検

出した。

以下、調査区ごとに遺構等の概略を説明する。

〔第 1区〕 (第 4図、図版 8)

標高約H20mの 第 3層上面において江戸時代に位置づけられる幅約1.2mの南北方向の溝 1条

(SD-1)を 検出した (図版 10)。 この溝の調査は、南北両端部において長さlm分を掘削して状

況確認を行った。その結果、深さは0.75m前後のもので、底面の比高差から流路方向は北から南で

あると考えられる。また西壁直下に設定したサブトレンチにより、標高10.20mま で下層の状況確

認を行ったが、遺構の確認には至っていない。

〔第 2区〕 (第 4図、図版 8)

標高約 10.80mの 第 5層 ll面 において鎌倉時代頃とみられる幅30～ 40cmの 南北方向の溝 1条

(SD-2)と 東壁直下に長さ2.2m以上の規模をもつ上坑 1基 (SK-1)を 検出した (図 Il110)。

SD-2は 南北 lt~端部において長さlm分を掘削して状況確認を行った。その結果、深さは10cmの

もので、底面の比高差ほとんどなく流路方向は不明である。 SK-1は 南東隅部約70cm程度を掘削

したところ10cm前後の深さであることが確認できた。またこれらの遺構を同避して中央部に設定し

たサブトレンチ内部の第 6a層上面において落ち込み (SX-1)を 検出した。 SX-1は サブト

レンチ内部全体の掘削を行った。その結果、緩やかに10cm程度落ち込み底面がほぼ水平となる遺構

で、古墳時代頃のものと考えられた。また北東隅部に設定したサブトレンチにより、標高10.10m

まで掘削を行った結果、標高10.30～ 10.40mの深さで今回の調査では最も古い堆積と考えられるに

ぶい黄褐色系の粗砂層 (第 7層 )を確認し、これまでの調査例からみて縄文時代以前の無遺物層と考

えられた。

〔第 3区〕 (第 4図、図版 8)

第 2区 と同様の標高約10.70mの第 6a層上面において遺構検出を試みたものの遺構の検出には

至らず、東壁直下にサブトレンチを設定して掘削を行った。その結果、標高約1040mの 第 6b層

上面において幅1.4mの 落ち込みと考えられる部分を検出し、上坑 (SK-2)と して トレンチ内

部の部分について掘削を行った。この結果、 SK-2は 緩やかに落ち込む20cm程度の深さをもつも

ので、出土遺物から弥生時代の範疇に収まるものと判断できた。またSK-2を 避けその両端部を

さらに掘削して標高10.10mの第 6d層上面まで調査を行ったが、遺構等の確認には至っていない。
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Y=-67220rn

Y=-67224m

北壁面SD-3土層断面

西 _

SD-1
1 25Y5/2(暗灰黄)シルト混粗砂
2 25Y5/3(黄褐)シルト混粗砂
3 10YR4/4(褐 )粗砂混シルト

(褐色粒を含む)
4 5Y5/2(灰オリーブ)粗砂混シル ト

第 2区

第 3区
X=-192900m

ヽ

I    Sタ
ー2

X=-192862rn X=-192860m

|
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Y=-67236m

 ` サブトレンチ X=-1 92896rn
SK-3  -‐ ‐

Y=-67234m
ヽ 東

L=1040m

ヽ
第 4図 一昴

SD-3
1 10YR4/3(に ぶい黄褐)細砂混粘土
2 25Y3/1(黒褐)粘土

 ヽ                        m

～ 4区遺構平面図及び土層断面図
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〔第 4区〕 (第 4図、図版 8)

第 203区 と同様の標高約10.50mの第 5層上面において遺構検出を試みたものの遺構の検出に

は至らず、全体を第 6a層上面 (標高約10.40m)ま で掘削を行い、再度遺構検出を行った。この状

況においても確実な遺構の確認には至らず、北壁直下にサブトレンチを設定して掘削を行った。そ

の結果、北西隅部に溝 1条 (SD-3)を 検出した。このSD-3は 、壁面観察等から第 6a層上

面からの遺構と判断でき、幅90cm以上、深さ60cm前後であることが判明した (図版 10)。 さらに標

高1010mの第 6b層上面において長さ1.2m以上の土坑 (SK-3)を 検出し、東半部分を掘削し

た。この結果、 SK-3は 深さ15cm程度のもので、弥生上器が一定量出上した。

〔第 5区〕 (第 5図、図版 9)

標高10.10mの第 6 att L面 において幅0.7～ 1.Omの 南北方向の溝 1条 (SD-4)と その溝に

流れ込むとみられる幅30cmの 溝 (SD-5)を 検出した (図版 10)。 SD-5は 北端部において長

さ05m分、南端部において長さlm分を掘削して状況確認を行った。その結果、深さは約50cmで、

底面の比高差から流路方向は南から北であると考えられる。覆上は、 3単位に分けられ、下位層ほ

ど粘性が強い。またSD-4は 長さ60cnl程度を掘削したところ15cm程度の深さであることが確認で

きた。ともに遺物の包合は少なく具体的な時期は不明であるものの、古墳時代から奈良時代までの

範疇に収まるものと考えられる。また東壁直下に設定したサブトレンチにより、標高9.80mま で掘

削を行ったが、遺構等の確認には至っていない。

〔第 6区〕 (第 5図、図版 9)

第 6区は第 1層の下面から掘削された近代以降の大規模な粘土採掘坑によって南北両端部が大き

く撹乱されていた。中央部は、標高10.40mの 第 6a層上面において遺構検出を行ったものの遺構

の検出には至らず、粘土採掘坑の掘削と東壁直下にサブトレンチを設定して掘削を行った。サブト

レンチ内部は標高9。 90mま で掘削を行ったが、遺構の確認には至っていない。

〔第 7区〕 (第 5図、図版 9)

第 7区は今回の調査では最も掘削深の浅い調査区である。調査区南端部は第 1層の直下が第 6b

層となり、この面が北側に向け緩やかに下降する状況が確認できた。この遺構面 (第 6b層上面)の

標高は、南端部でH.10m、 北端部で10.90mで ある。 しかし、明確な遺構は検出されず南半部にお

いて近代以降の粘土採掘坑が存在し、また北端部において第 4層の落ち込みを検出したに過ぎない。

この両者を掘削した後、東壁直下においてサブトレンチを設定して掘削を行った。その結果、標高

10.60mの第 6c層上面まで掘削を行ったものの遺構の検出には至っていない。

〔第 8区〕 (第 6図、図版 9)

第 8区は第 5層上面において遺構検出を行ったものの遺構は検出されず、全面に第 5層の掘削を

行い第 6a層の上面において再度遺構検出を行った。この結果、標高10.10～ 10.20mの第 6 att L

面において調査区を斜めに横切る幅40cm程度の東西方向の溝 1条 (SD-6)を 検出した。 SD―

6は東西両端部において長さlm分を掘削して状況確認を行った。深さは 5c■l程度と浅 く流路方向

は不明である。またSD-6を 避け北壁直下及び西壁直 Fに サブトレンチを設定して標高970mま

で掘削を行ったが、遺構等の確認には至っていない。

(第 9区〕 (第 6図、図版10)

第 9区は第 8区 と同様に第 5層上面において遺構検出を行ったものの遺構は検出されず、全面に
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第 5層の掘削を行い第 6a層の上面において再度遺構検出を行った。この第 5層には8世紀代を中
心とする多量の土器が含まれていた。遺構検出の結果、標高10.00mの第 6a層上面において調査

区南東隅に一辺80clll以上の方形プラン (SK-4)を 検出し、西側約 1/2程度を掘削した。 SK―
4は 5 cm程度の深さで、底面はほぼ水平となる。出土遺物から平安時代の遺構と考えられることか

ら第 5層と前後する可能性があり、実際第 5層上面からの遺構の可能性がある。

第 5区

X=-192924m

キ

Zト レンチ

サブトレンチ

Y=-67248m

東

SD-5

Y=-67252rn

南壁面SD-4土層断面

4層の落ち

第 6区

第 7区

X=-192996m

＼

＼

X=-192((2rl′

/〕
ウニ
~67266rn

サブトレンチ

第 5図 第 5～ 7区遺構平面図及び土層断面図

SD-4       3
1 10YR3/2(黒褐)細砂混粘土
2 25Y4/1(黄灰)粘土
3 25Y4/3(オ リーブ褐)粗砂混粘土

X=-192960m
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サブトレンチ
第 8区

~x=-193130rn

第 9区

X=-193090m

サブトレンチ

第 6図 第 809区 遺構平面図

4,遺物

今回の調査で出土した遺物は、遺物収納コンテナ3箱分である。出土した遺物の種類には、縄文

土器、弥生土器、土師器、須恵器、黒色土器、瓦器、中世須恵器、中世土師器、中世陶器、近世陶

磁器、瓦、土製品、石器、金属器などがある。これらの遺物は、各調査区の遺物包合層や遺構覆土

から出土したものである。

遺物の出土傾向として、縄文土器及び弥生土器については第 2～ 9区まで認められ、特に縄文土

器は第 9区が最も多く出土している。また石器の内、サヌカイ ト製の製品は出土していないものの、

剥片は第 1・ 304・ 7区で各 1～ 2点出上している。礫石器は、砂岩川原石を用いた叩石が第 9

区で 2点の出土がある。古墳時代から鎌倉時代までの遺物は、全区を通して一定量の出土が認めら

れ、中でも第 809区 の第 5層からの出土量が最も多い。江戸時代以降の遺物では、各調査区の上

位層 (第 102層 )及び第 6・ 7区の粘土採掘坑に含まれていたものが一定量ある。

次に、今回出土した遺物の中で図示できるものとして、第 2・ 3区第 6a層から出土したものと

第 9区第 5層から出土した土器・石器について説明する。

(1)第 2・ 3区第 6a層出土遺物 (第 7図、図版12)

1・ 2は底部である。 1は底径6.2cmの平底のもので、壺の底部と考えられるものである。 2は

底径4.7cmの平底で、甕の底部と考えられるもので、外面には平行タタキの痕跡が確認できる。と

／

＼

士

Ａ
界
キ

2m
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もに胎土は粗く結晶片岩が含まれ、赤褐色に発色している。時期的には弥生時代後期末頃のものと

考えられる。

(2)第 9区第 5層出土遺物 (第 7図、図版12)

3～ 6は須恵器である。 3は杯蓋である。扁平な器形のもので回径14.Ocmを 測る。 405は 杯身
である。双方とも底部周辺から大きく屈折して杯部を形成するもので、高台等の形状は類似する。

底径は、 4が 8.8cm、 5が 10.Ocmである。 6は壺頸部の破片である。体部との接合痕が明瞭に観察

できる個体で、頸部内面には成形時のマキアゲ痕とみられるラインが残る。焼成は4のみが軟質で、

胎土は 3がやや粗い。

7～ 9は土師器である。 7は杯蓋のつまみ部であり、横断面が逆台形を呈するものである。 8は

日径24.6cm、 底径19.Ocm、 器高3.Ocmの 法量をもつ大形の皿である。口縁部はやや屈曲しながらの

び端部を内側に折り曲げる形状をもつ。 9は 日径34.2clllを測る甕日縁部の破片である。日縁部の形

状は大きく外側に屈折させた後、端部を L方に肥厚させるもので、体部外面には不明瞭なもののタ

テ方向のハケ調整が観察できる。これらの焼成はすべて軟質で 9の胎土には結晶片岩が含まれてい

る。以上の土器は、すべて第 5層 出土の一括資料であり、 8世紀代のものと考えられる。

このほか、砂岩川原石を用いた叩石 (10)が ある。この叩石は棒状の形状を呈するもので、上下

両端部と側縁部に敲打痕が確認できるもので、法量は長さ15.7cm、 幅4.6cm、 厚さ3.Ocm、 重量380

gである。

□ ご 1

D10

第 7図 遺物実測図

-31-



5 まとめ

今回の調査目的は、開発計画範囲における遺構の有無等を確認するために実施した確認調査であっ

た。その目的からみれば、第 607区 を除く7区画において様々な遺構を検出し、良好な成果を得
たものといえる。また第 8図に示した通り第 5～ 7区の土層柱状模式図と第 7区の約35m南側に位

置する第 1次調査時の土層柱状模式図を対比させると第 607区 の周辺にも図示した層位に遺構が

存在するものと考えられる。また第 3図の土層柱状模式図を踏まえると谷状地形にあたる部分には

第 5層上面 (平安～鎌倉時代)、 第 6a層上面 (古墳～奈良時代)、 第 6b層上面 (弥生時代中期～

後期)の 3面の遺構面が存在することが明らかである。さらに、第 1区で検出した江戸時代の溝は、

第 3層上面からの掘り込みであることからこの面を加えると4面となる。ただし、この溝の意味合

いとしては、現在アスファル ト敷となっている東狽1の道路の旧道路側溝とも考えられるもので、調

査対象地全体に江戸時代の集落的な遺構が存在するものではないと思われる。また対象地南部の第

8・ 9区で検出した遺構も、対象地北部と同様の第 6 att L面 から掘削された遺構であることから

第 6a層が遺構面としての基本層ととらえることができる。そして第 9区で検出したSK-4か ら

第 5層上面にも遺構が存在する可能性が考えられよう。 (井馬好英)

【参考文献】
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歌山県文化財センター 2005年
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第 1次調査時に付した土色
1  10YR5/1(褐灰)粗砂混シル ト
2 10YR6/8(明 黄褐)粗砂混シル ト
3 25Y6/1(黄 灰)粗砂混シル ト
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今回の調査
1  5Y4/1(灰)シル ト混粗砂
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②太田・黒田遺跡 第 60次確認調査 (調査一覧 17)
1 調査の契機と経過

太田・黒田遺跡は、和歌山平野の紀ノ川南岸平野部に立地する弥生時代から,I戸時代 〔1 -■

複合遺跡である。太田・黒田遺跡が立地するJR和歌山駅の東側一帯は、標高4m前後そIF_:■ ‐1
地にあたり、秋月や鳴神地区とともに平野部でも古くから人々が生活を営んできた地域で二を:モ

のなかでも太田・黒田遺跡は、東西500m、 南北850mの範囲に広がる県内最大規模の集落遺跡て三

り、これまでに59次を数える発掘調査が行われている。

過去の調査では、弥生時代前期末の並走する2条の環濠やt坑、中期の竪穴住居及び井戸、同じ

く中期の水田や土器棺墓など弥生時代を中心とする遺構群のほか、古墳時代の竪穴住居や溝、井戸

などの遺構群、奈良時代の溝や井戸、平安時代から江戸時代にかけての溝や土坑など多種におよぶ

遺構群が検出されている。また遺物では、弥生時代のものとして絵画土器 (高床建物・鹿)を含む

多量の弥生土器、直柄広鍬及び一本平鋤などの木製農耕具、銅鐸や銅鏃などの金属器が出上してお

り、弥生時代以降では、古墳時代から江戸時代にかけての遺物も多量に出土している。さらに遺跡

の南半は、日本三大水攻めのひとつとして室町時代に豊臣秀吉が水攻めを行った太田城跡の推定地

にあたり、近年の調査研究によってその所在地についても明らかにされつつある。

今回の調査地は、奈良時代の大溝などが検出された第33034次調査地の北東約60mに位置し、弥

生H寺代前期の環濠のほか、占墳時代前期の竪穴住居や後期の溝、奈良時代の土坑などを検出した第

51次調査地の南約60mに位置する (第 1図 )。

.           l~

Ｆ
Ｅ
Ｅ

ｌ
ロ

＝

――

ロ

ーー

＝

―

―

‐

邸
平乱

今回の調

○

太  |
Ｅ
行

第 1図 調査地位置図
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調査は、和歌山市黒田字池ノ首75番地103地内におけるホテル建設に伴う開発計画に起因し、こ

の場所が『和歌山県埋蔵文化財包蔵地所在地図』に記載された周知の遺跡である大田・黒田遺跡

(遺跡番号327)の 範囲内であったため、遺構の有無等を確認する目的で行ったものである。現地に

おける調査は、和歌山市教育委員会の指導のもと、財団法人和歌山市都市整備公社が委託を受けて

行った。また調査期間は、平成20年 5月 22日 ～平成20年 6月 6日 までの約 2週間で行った。

2 調査内容
(1)調査の方法

今回の調査は、開発計画範囲約1300〆

を対象に 2× 5m四方のグリット調査区 _
を 4ヵ 所設定 して実施 した (第 2図 )。

重機による掘削は、第33034次発掘調査

成果を参考とし、遺構面直上まで慎重に

行い、検出した遺物包合層及び遺構残存

深を確認するための遺構掘削、並びにサ

ブトレンチによる下層調査を入力掘削に

よって行った。なお遺構の掘削範囲につ

いては、和歌山市教育委員会と協議を行

い検出範囲全体の一部分とし、サブトレ

ンチの掘削については遺構がみられない

IY=-73980m    lY=-73960m    lY=-73940m

X=-196030m

X=-196050m

|。

第 2図 調査地区割図

部分を対象として深掘りを行った。図面による記録は、各調査区に仮原点を設置して遺構平面図及

び壁面土層断面図 (縮尺1/20)の 作成を行った。各調査区の仮原点には、既存の 3級基準点から

基準点測量を行い旧国土座標 (日 本測地系)の数値を付した。そのほか土層の色調及び土質の観察

には、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖』を用い、水準値は国家水準点

(T.P値 )を基準とした。

(2)調査の概要

調査地の現況は、駐車場及び果樹園である (図版 13)。 調査地における基本層序については、現

表土として調査地全面に40～ 60cmの 厚さで造成上が堆積しており、この造成土を除去した F面が現

代の耕作土 (第 1層)で ある。第 2層 は、厚さ3～ 13cmを測る暗灰黄色系の細砂混シル トである。

第 3層 は、厚さ2～ 8 cmを測る黄褐系の細砂混シル トであり、鉄分の沈着面によって 1～ 2単位に

細分が可能である。

第 4層は、厚さ3～ 12cmを測る黄褐色系の粗砂混シル トであり、鉄分の沈着面によって 1～ 3単

位に細分が可能である。この第 4層は鎌倉時代の遺物を多く合む堆積上である。第 5層は、厚さ最

大13cmを測る黄灰色系の細砂混シル トであり、調査地の北東に設定した第 1区では存在せず、南西

に位置する第 4区では厚く堆積することを確認した。この第 5層 は奈良時代から平安時代にかけて

の堆積土と考えられる。

次に、第 6層以下の各堆積土については、第 3区北壁際に設定したサブトレンチにおいて確認し

たものである。第 6層 は、厚さ14～ 18cmを測るにぶい黄橙色細砂混シル トである。この第 6層は包

含される遺物から弥生時代中期の堆積土と考えられる。第 7層は、厚さ約25cmを 測るにぶい黄褐色

シル トである。この第 7層には弥生土器の小片がごく少量合まれる。第 8層以下の各堆積土は無遺

物層である。第 8層は、16～22cmを沢1る にぶい黄褐色シル トである。第 9層 は、厚さ28～ 37cmを 測

る黄褐色シル ト混粘tであり、第10層 は、炭を含む黄褐色系のシル ト混粘土である。

異
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¬

第 4区
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3 遺構
遺構は、第 5層上面 (第 1遺構面)、 第 6層上面 (第 2遺構面)、 第 7層上面 (第 3遺構面)に お

いて検出した。このうち第 3遺構面は、第 4区サブトレンチ北壁面土層堆積状況の観察において、

炭層の堆積を確認したことから遺構面と判断した。また、第 2遺構面は各調査区において認められ

るもので、弥生時代から奈良時代にかけての遺構面である。さらに第 1遺構面は、第 3区北壁面土

層堆積状況の観察において第 5層上面から鎌倉時代の遺構が掘削されていることから鎌倉時代以降

の遺構面と判断したものである。ただし、第 5層が存在しない第 1区では、第 2遺構面である第 6

層上面において鎌倉時代の遺構が検出される状況となる。

以下、各調査区で検出した遺構についてその概要を記述する。

〔第 1区検出の遺構〕 (第 3図、図版14)

第 1区では、第 6層上面において奈良時代から平安時代のものとみられる溝 (SD-6)及 び、
鎌倉時代の溝 (SD-5)の ほか、ピット (P-7～ 29)や不定形な落ち込み (SX-2)を 検出
した。遺構検出面の標高は、2.80m前後を測る。

そのうち、 SD-6は 調査区のほぼ中央部を東西に横切るもので、幅60～ 80cnl、 深さ12cm前後を
測るものである。遺構覆土は褐灰色粗砂混シル トの単一層である。遺構の時期は、覆土内に平安時

代の土師器皿 (第 5図 13)と みられるものが含まれることやSD-5と の重複関係から、奈良時代
から平安時代にかけてのものとみられ最終埋没が平安時代である可能性が高い。 SD-5は 調査区
を北西から南東に横切るもので、幅0.6～ 1.lm、 深さ17cm前後を測る。遺構覆土は黄灰色細砂混シ

ル トの単一層である。遺構の時期は、覆土内に合まれる遺物から鎌倉時代のものと考えられる。そ

のほか、平面形が一辺30～ 40clllを測る隅丸方形を呈し、遺構検出時に柱の痕跡が確認できたものと

してP-8013～ 17がある。
〔第 2区検出の遺構〕 (第 3図、図版15)

第 2区は、西半部が地表下約15mま で撹乱による削平を受けているため東半部のみ調査を行っ

た。遺構は、第 5層上面では認められず、第 5層を除去した下面において弥生時代後期の落ち込み

(SX-3)や 古墳時代前期の溝 (SD-7)と それに先行するピット (P-30)の ほか、平面形
が円形を呈するとみられる土坑 (SK-4)な どを検出した。遺構検出面の標高は約2.70mを沢1る 。
そのうち調査区全面において検出したSX-3は 、撹乱東壁面の観察で 2単位に細分できる黒褐

色細砂混シル トが深さ約50clll以上堆積するものである。この遺構覆土には、弥生時代後期前葉の弥

生土器高不 (第 5図 7)が含まれている。またSD-7は 幅13m以上、深さ25cm前後を測るもの

で、遺構覆土は黒褐色粗砂混シル トの単一層である。覆土内には、弥生時代の結晶片岩製柱状片刃

石斧 (第 6図 17)や古墳時代前期から中期のものと考えられる土師器高不 (第 5図 10)が含まれて

いる。これらの遺構は遺構覆土が類似することから、 SD-7は SX-3の 最上層として把握する
ことも可能である。

〔第 3区検出の遺構〕 (第 4図、図版16)

第 3区では、第 6層上面において弥生時代のものとみられる溝 (SD-4)や 土坑 (SK-3)、
ピット (P-5・ 6)の ほか不定形な落ち込み (SX-1)を 検出した。また古墳時代のものでは、

古墳時代後期のものと考えられる竪穴住居 (SB-1)や 遺構の重複関係から古墳時代の範疇にお

さまるとみられる溝 (SD-3)及 び土坑 (SK-2)な どを検出した。さらに第 5層上面では鎌

倉時代の井戸 (SE-1)を 検出した。遺構検出面の標高は、第 6層上面では2.65m前後を測り、

第 5層上面では275m前後を沢1る 。
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調査区 北壁土層断面図

造 成 土

25Y4/1(黄 灰)細砂混シル ト
25Y5/1(黄 灰)細砂混シル ト
25Y5/2(暗 貴灰)細砂混シル ト

25Y5/3(責 褐)細砂混シルト
25Y5/2(暗 責灰)粗砂混シルト
25Y4/1(責 灰)粗砂混シルト
10YR6/4(に ぶい黄橙)細砂混シルト

Y=-73950m

4b
4c
6

L=350m

L=300m

L=250m

X=-196030m

L=350m

第 2区
W 調査区 北壁土層断面図

撹乱

＼
＼` _ヽ、__、、__ヽ_′

I Y=-73957rn

25Y5/3(黄褐)粗砂混シルト
10YR5/1(褐 灰)粗砂混シルト
10YR6/4(に ぶい黄橙)細砂混シルト
25Y5/1(黄 灰)細砂混シルト

IY=-73953rn

|

o                   2m
匡 _「 __‐ 一― ―

コ

第 3図 第 1・ 2区遺構全体平面図及び土層断面図

X=-196045m

|-24P~23

管 %菫

｀
6

25Y4/1(黄 灰)細砂混シルト
25Y5/1(黄 灰)細砂混シルト
25Y5/2(暗 灰黄)粗砂混シルト
25Y5/2(暗 灰責)粗砂混シルト
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第 3区

第 4区

-73977m

調査区 北壁土層断面図

① 25Y4/2(暗 灰黄)細砂混シルト
② 25Y4/1(黄 灰)シルト
③ 25Y6/6(明 黄褐)シルト

※10YR3,2保褐)シルトブロック含む
④ 25Y6/6(明 黄褐)シルト
0 25Y4/1(黄 灰)シルト
※25Y6/6(明 黄褐)シルトブロックを含む

③ 25Y4/1(黄 灰)粘土
※25Y6/6(明 黄褐)シルトブロックを含む

調査区 北壁土層断面図

25Y4/1(黄灰)細砂混シルト
25Y5/2(暗灰黄)細砂混シルト
25Y5/3(黄褐)細砂混シルト
25Y5/4(黄褐)細砂混シルト
25Y5/1(黄灰)細砂混シルト
10YR6/4(にぶい黄褐)シルト

L=250m

I Y=-73973m

)(ニー196035rn

L=300m

10YR5/6(黄褐)シルト
25Y5/3(黄褐)シルト混粘土

※炭を含む
10YR3/2(黒褐)細砂混シルト

L=200m

lYニー73972m

SD 3 10YR3/2(黒 褐)粗砂混シルト
SK 2 10YR3/1(黒 褐)粗砂混シルト
SK 3 2 5Y3/1(黒 褐)粗砂混シルト
P5 10YR4/1(褐灰)細砂混シルト
a  25Y5/2(暗 灰黄)細砂混シルト

N4/6(灰)シルト
25Y5/2(暗灰黄)細砂混シルト
10YR5/2(灰黄褐)細砂混シルト
25Y5/3(黄褐)細砂混シルト
25Y5/1(黄灰)細砂混シルト
10YR6/4(にぶい黄橙)細砂混シルト
10YR5/3(にぶい黄褐)シルト
10YR5/4(にぶい黄褐)シルト

９

‐Ｏ
　
　
ｍ

|

IY封 鰤 6m

第 4図 第304区 遺構全体平面図及び土層断面図

/166義
鳶房

サブトレンチ

サブ トレンチ
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まず第 6層上面の遺構として、調査区の北東隅部において検出したSD-4は 、幅 8～ 16cmを測
るもので、やや弧状を呈することから竪穴住居の壁溝となる可能性がある。遺構覆土は黒褐色細砂

混シル トである。またSD-3は 幅0.6～ 1.Omを測るもので、遺構覆土は黒褐色粗砂混シル トの単
一層である。さらにSB-1は 、東側掘方ラインを検出したもので遺構覆土は黒褐色粗砂混シル ト
である。遺構の時期は、覆土内に古墳時代後期の須恵器を一定量含むことから、埋没時期が当該期

となる可能性がある。

次に第 5層上面検出の遺構として、調査区の北西隅で検出したSE-1は 、直径約1.4m、 深さ7

4cln以上を測るもので、調査区北壁際において深さを確認するため一部掘削を行った。その結果、

遺構覆土は 6単位以上に細分が可能である。遺構の時期は、覆土内に合まれる遺物から鎌倉時代の

ものと考えられる。

〔第 4区検出の遺構〕 (第 4図、図版17)

第 4区では、サブトレンチ北壁における土層観察の結果、第 7層上面において厚さ約 2 cmを測る

炭層を確認したことから、この第 7層上面において遺構が存在するものと判断した。また第 6層上

面では、遺構の重複関係から弥生時代中期前葉のものと考えられる土坑 (SK-1)、 また中期中

葉の溝 (SD-1)の ほか、溝 (SD-2)や ピット (P-1～ 3)を検出した。これらの遺構は、
調査区の東半部に集中し、西半部では検出することができなかった。遺構検出面の標高は、第 7層

L面では2.55m前後、第 6層上面では270m前後、第 5層上面では275m前後を測る。
そのうち、 SD-1は 幅約80cm、 深さ12cnl前後を測るもので、遺構覆土は黒褐色細砂混シル トの

単一層である。遺構の時期は、覆土内に弥生時代中期中葉の弥生土器壷 (第 5図 204)が 含まれ
ていることから、埋没時期が当該期となる可能性がある。

またP-1は直径35cnl前後を測るもので、遺構覆土は黒褐色細砂混シル トで炭を含むものである。
P-4は 直径30cmを測るもので、遺構覆土は黄灰色シル トである。このP-4は 、第 6層上面にお
いて検出したものの、第 3区第 5層上面において検出したSE-1の 遺構覆土と類似するものであ
ることから、第 5層上面から掘削された鎌倉時代の遺構とみられるものである。

4 遺物
遺物は、各時代の遺構覆土や第 2～ 6層の遺物包含層から収納コンテナに約 5箱分が出上した。

これらの遺物には、弥生時代前期から後期にかけての弥生t器をはじめ、土師器・須恵器 0黒色土

器・瓦器・中世土師器・国産陶磁器 0瓦 et製品・石器・石製品がある。

以下、これらの遺物のうち主なものについてその概要を記述する (第 5～ 7図、図版 18)。

(1)土器類 (第 5図 )

1～ 8は弥生[L器である。 1は直口壺であり、日径11.8cmを 測る。口縁部から頸部にかけてのも

ので、日縁部下に断面三角形の突帯を 1条めぐらすほか、 11縁端部を内側に肥厚させている。色調

は淡赤褐色である。 2は広口壺であり、口径12.6cmを 測る。日縁端部から頸部にかけてのもので、

頸部に突帯がめぐらされているほか、日縁部は水平方向に屈曲させ端部を上下に肥厚させている。

また日縁端部側面にはクシ描波状文の後、円形浮文を貼り付け、さらに口縁部内面にはクシ描きに

よる扇形の列点文が施されている。外面の調整は頸部にタテ方向のヘラミガキがみられ、日縁部外

面及び内面の調整はヨヨナデによって仕上げられている。色調は淡褐色から黒褐色で、胎土には結

晶片岩が含まれている。これら102の時期は弥生時代中期中葉ものと考えられる。
304は 壺の底部である。 3は底径9.6cmを測るもので、内外面の調整は摩滅のため不明瞭であ
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る。色調は灰黄褐色で、胎土には結晶片岩が含まれている。 4は底径7.3cmを測るもので、底部か

ら体部下半が遺存するものの、内外面の調整は器表面が剥離しており不明瞭である。色調は淡赤褐

色で、胎土には結晶片岩が含まれている。

506は甕の底部である。 5は紀伊型甕であり、底径10.Ocmを 測る。底部から体部下半にかけて
遺存するもので、外面の調整は底部付近をナデによって仕上げ、体部下半にはタテ方向のヘラケズ

リを施すものである。また内面の調整にはナデが施されている。色調は淡赤褐色で、胎土には結晶

片岩が含まれている。 6は底部から体部下半が遺存するもので、底面がやや凹むものである。底径

は3 8clllを 測る。外面には成形時のタタキが明瞭にみられ、内面の調整はナデが施されている。ま

た外面には黒斑が認められる。色調は灰黄褐色から黒褐色であり、胎土には結晶片岩が含まれてい

る。これらのうち、 6は弥生時代後期末から古墳時代初頭のものとみられ庄内式併行期のものと考

えられる。

708は高杯である。 7は 日縁部と杯部との境を屈曲させ、明瞭に稜線がつくり出されているも
ので、口径20.6cmを測る。内外面の調整は器表面の剥離によって不明瞭である。色調は赤褐色であ

り、胎土には結晶片岩が含まれている。 8は脚部で、脚部径8.Ocmを測る。内外面の調整にはヨコ

ナデが施されている。色調は乳褐色で、胎土には結晶片岩が含まれている。これらのうち、 7は弥

生時代後期前葉のものと考えられる。

9～ 12は 占墳時代から飛鳥時代の土師器及び須恵器である。 9010は土師器高不である。 9は

「ハ」の字状に開く脚部で、直径1.Ocmを 測る円孔が二段に穿たれている。脚部径は14.Ocmを 測る。

内外面の調整は摩滅のため不明瞭である。色調は明褐色であり、胎土は精良である。 10は 回縁部か

‖＼  5
趙
第 5図 遺物実測図 1
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ら杯部にかけて遺存するもので、日径 1

4.Oclllを測る。外面の調整は剥離のため

不明瞭ではあるものの、外面には部分

的にヘラミガキが残存 している。色調

は赤褐色であり、胎土には結晶片岩が

含まれている。 これらのうち、 10は古

墳時代前期から中期にかけてのものと

考えられる。 11・ 12は須恵器である。 1

1は杯蓋であり、日径15.2cmを測る。日

縁端部から天丼部の約 1/2が 遺存す

るもので、天丼部と口縁部の境には稜

線が明瞭に認められ、また日縁端部内

面には沈線がめぐるものである。外面

の調整は、天丼部の約 1/2の 範囲に

回転ヘラケズリが施されており、その

ほかはヨコナデによって仕上げられて

いる。色調は淡灰色である。 8は杯身

であり、日径8.4clllを 測る。日縁部から

杯部上半にかけてのもので、日縁部は

斜め上方へ短 く立ち上がり、受け部の

先端を丸 くおさめるものである。色調

は灰色である。 これらの時期について

はHが古墳時代後期初頭 (MT 15型式)、

12が飛鳥時代 (TK 217型 式)に比定で

きると考えられる。

13～ 15は、平安時代の土師器及び須

|

第7図 遺物実測図3
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第 6図 遺物実測図 2

恵器である。 13・ 14は土師器である。 13は皿で、日径13 8cmを 測る。内外面の調整は摩滅のため不

明瞭である。色調は淡黄褐色である。 14は皿または杯とみられるもので、高台部から体部下半にか

けて遺存する。高台径は9.6cmを測る。内外面の調整はヨヨナデによって仕上げられている。色調

は淡褐色である。 15は平底の須恵器壺の底部である。底径は6.9cmを測る。内外面の調整はともに

ヨヨナデが施されており、底面には回転糸切りの痕跡が明瞭に残る。

これらの遺物の出土位置は、 1が第 3区 SB-1、 204が 第 4区 SD-1、 308012が第 3

区第 5層、 5が第 3区 SX-1、 6が第 1区 SD-5、 7が第 2区 SX-3、 90H014015が 第

2区第 5層、10が第 2区 SD-7、 13が第 1区 SD-6で ある。

(2)石器・石製品 (第 6図 )

16は、サヌカイト製の凸基式打製石鏃で、残存長2 3cm、 最大幅1.2cmを 測り、重量は1.4gを 量

る。主に先端から基部に向かって剥離調整を行うもので、裏面中央には大剥離面を残す。 17は結晶

片岩製の磨製柱状片刃石斧であり、刃部及び基部にかけては摂理にそって縦方向に破損し、また基

⊂⊃◎
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部を欠失するもので、残存長は6.8cm、 残存幅1.2cm、 厚さ35c■lを浪1り 、重量は56gを量る。石材

の表面は研磨によって滑らかに成形されているものの、背部には敲打痕が認められることから、石

斧として使用途中で破損し、その後叩石として再利用されたものと考えられる。 18は使用途中に破

損した砂岩製石杵の基部とみられるもので、破損部の稜線を打ち欠き、反対側の先端部を叩石また

は磨石として使用したものである。全長は7.9cm、 最大幅3.6cmを測り、重量は124gを量る。石材

の表面は縦方向の研磨によって滑らかに成形されており、先端部には研磨痕のほか敲打痕が認めら

れる。 19は、楕円形の扁平な砂岩礫の周縁に敲打痕が認められる叩石で、全長9.5cm、 最大幅7.3cm

以上、厚さ1 7cmを測り、重量は169.3gを量るものである。この石材の平滑面には一部に擦痕も認

められることから、磨石としても使用されたものと考えられる。

これらの遺物の出土位置は、16が第 1区第 4層、17が第 2区 SD-7、 18が第 3区壁面調整時、

19が第 2区第 5層である。

(3)土製品 (第 7図 )

20は カマ ドの脚部である。外面の調整にはタテ方向のハケが施され、内面の調整はナナメ方向の

ナデである。色調は淡褐色であり、胎土には結晶片岩を含む。

21は管状土錘であり、全長5 1cm、 最大幅2 2cm、 紐通し孔の直径は 9 mmを測る。またその重量は

272gを量る。色調は灰褐色から黒灰色である。

これらの遺物の出土位置は、20が第 2区第 5層、21が表採遺物である。

5_ま とめ

今回の調査結果から、調査対象地には弥生時代中期初頭から前葉にかけての遺構検出面と考えら

れる第 7層上面及び、弥生時代中期前葉から奈良時代及び鎌倉時代にかけての遺構検出面である第

6層上面 (第 5層の堆積が確認できない第 1区では第 6層上面において鎌倉時代の遺構が認められ

る)、 また鎌倉時代以降の遺構検出面である第 5層上面という合計 3面の遺構面を確認することが

できた。ただし第 7層上面は、第 3区サブトレンチ北壁面における炭層の堆積を遺構と判断した場

合に設定できるものである。

遺構の検出状況として、第 1区及び第 3区では調査区全面に遺構が高密度で分布するのに対し、

第 4区西半部では全く認められなかった。これについては弥生時代中期以降の遺構面である第 6層

上面の標高が、第 1区では約2.80m、 第 2～ 4区では2.70m前後を測り、微地形として第 1区周辺

が最も高所に位置し、第 4区周辺に向かって低くなることが関係していると考える。言い換えれば、

地形的に低所となる調査対象地南西部に向かって遺構密度が低 くなると考える。このような微地形

を示すものとして、第 5層の堆積が第 1区では存在せず、第 4区では厚く堆積することがあげられ

る。

過去の調査における遺構の分布傾向として、調査地の南西に位置する第34047次調査地点では調

査面積に対する遺構密度が低く、検出遺構についても溝などが主体となるのに対し、調査地の北に

位置する第51次調査地点では、弥生時代から鎌倉時代にかけての竪穴住居や溝、土坑など生活の痕

跡を示す遺構が高い密度で検出されている。よって、今回の調査対象地での遺構分布の中心は、北

及び北東部に広がる可能性を指摘することができる。 (藤藪勝則)
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③鳥井遺跡確認調査 (調査一覧41)

1 調査に至る経緯と経過

鳥井遺跡 (遺跡番号92)は、紀ノ川下流北岸の標高7.Om前後の河岸段丘に立地する。遺跡は南北

約250m、 東西約200mの範囲をもつもので、河岸段丘でも縁辺部にあたる地点に位置し、土師器や

須恵器が表採された遺物散布地として周知されている (第 1図 )。

今回の調査契機は、まず遺跡の東側隣接地において造成工事が計画され、開発対象地の西端部が

遺跡の範囲に入っていたことから、工事に先立ち、和歌山市教育委員会による遺跡範囲確認のため

の調査が行われた (本書 Pl1 0(3)③ )。 確認調査では、遺構を検出したことから、本開発対象地

は遺跡の範囲内であることが明らかとなった。

その後、本開発対象地において建物建設が計画されたことから、工事に先立ち、遺跡の内容確認

のために調査を実施することになった。この調査は、和歌山市教育委員会が国庫補助金を得て、財

団法人和歌山市都市整備公社が同教育委員会の指導のもと委託を受けて確認調査として実施したも

のである。

調査は対象面積約40ど を平成20年 8月 21日 から同年 9月 11日 までの期間で行った。

2 調査の方法と概要

(1)調査の方法

調査地は、遺跡範囲東端部に位置し、現況は造成地であった (第 1図、図版 19)。

調査区は、開発予定地内に、幅2.Om、 長さ4.Om、 面積8.0どの調査区を5ヵ 所設定し、北東か

lifゥI

調査地
4yt、

|

`ギ9:3

0                   1 km

第 1図 鳥井遺跡周辺の遺跡分布と調査地位置図
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ら第 1～ 5区とした (第 2図 )。

まず、機械掘削を行ったが、第 1・ 4区で造成土の深さが約30cmで あったのに対して、第 203・

5区においては約1.4mの 厚さを測り、調査地の旧地形が二単位の比高差のあるものであったこと

が判明した。機械掘削は各調査区において、土層堆積単位毎に慎重に行い、各層位単位での遺物採

取に努めた。第 1区は地表面からの掘削深約1.5m、 第 4区は同約1.7mに おいて遺構を検出した。

第 2・ 3・ 5区においては、遺構を検出しなかったため、地表面からの掘削深約2.Omま で掘削を

行った。

各調査区において、遺構検出作業を行った結果、第 104区 の第10層上面で遺構を検出した。ま

た、壁面観察により第 8層上面にも遺構の存在を確認した。第 20305区 においては遺構を検出

しなかったため、各調査区の壁際 2面に幅50clllの深掘り側溝 (サ ブトレンチ)を設定し、地表面か

らの深さ約2.2mで無遺物層とみられる土層を確認した。遺構については一部を掘削し、規模の確

認や出土遺物の採取を行った。

記録保存の方法は、調査範囲内に国土座標軸 (世界測地系)を基準とした値を設置し、遺構実測

の基準とした。遺構平面図と土層堆積図は縮尺1/20で作成した。なお遺跡の水準は国家水準点 (T.

P.値)を基準とし、土層の色調及び土質の観察については、農林水産省農林水産技術会議事務局監

修『新版標準土色帳』を用いた。

♀        1        10♀ m/

第 2図 調査地区割図
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(2)調査の概要

各調査区における基本層序は第 3図 に示した通りである。

調査地の地表面標高は約7.5mを測る。 しかし、第 1・ 4区 と第 2・ 3・ 5区の造成土の厚さが

大きく異なることから、調査地の旧地形が二単位の比高差をもっていたと考えられ、土層堆積状況

もそのことを反映している。調査地北側にあたる第 104区では1日地表 (水田)面は標高約7.4m、

南側の第 203・ 5区では標高約6.2m測 り、その比高差は1.2mに及ぶものである。

まず、第 1・ 4区で造成土の厚さが約30cmを 測る。その下層は、旧表土に相当する厚さ15～20cm

の水田耕土 (第 1層)が堆積しており、第 2層 は厚さ約15～20cmの 褐色のシル トであり、この層は

床土に相当するとみられる。第 3層は10～ 15cmの厚みをもつ灰色の礫、第 4層は10～ 25cmの 厚みの

暗灰黄色の粗砂混シル ト、第 5層は約10～20cmの 厚みをもつ暗灰黄色の粗砂混シル トが堆積する。

第 6層は約10cmの厚みをもつ黄褐色の粗砂混シル ト、第 7層は約 5 cmの厚みをもつ灰オリーブ色の

粗砂混シル トが堆積する。第 8層 は約25～ 40cmの 比較的厚みをもつにぶい黄褐色の粗砂混シル トが

堆積するが、この層上面が鎌倉時代頃の遺構面 (第 1遺構面)で ある。第 9層 は約10cmの厚みをも

つ褐色の粗砂混シル ト、第10層は約20cm以上の厚みをもつ黄褐色のシル ト、第11層 は約10cm以上の

厚みをもつ灰色の礫が堆積する。第10層上面が遺構面 (第 2遺構面)であり、第 9層が平安時代前

期の遺物を包合する土層であることから、第 2遺構面は平安時代前期頃の時期のものであるとみら

れる。なお、第10層以下からは遺物が出土しなかったことから自然堆積層と考えられる。

以上、第104区の土層堆積の特徴としては、地表面から第 4層上面までは水平に近い堆積状況

を示すが、第 5層以下の堆積は南に傾斜することから、旧地形を反映した堆積であるとみられる。

第 2・ 3・ 5区では、造成土の厚さが約14mを測る。その下層は、旧表土に相当する厚さ約10
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cmの水田耕土 (第 1層)が堆積しており、第 2層は厚さ約 5 cmの褐色のシル トであり、この層は床

上に相当するとみられる。第 3層は約 5 cmの厚みをもつ灰色の礫、第 4層は約10cmの厚みの暗灰黄

色の粗砂混シル トが堆積する。第 2層 と第 3層の上面から礫を充填した暗渠排水溝が掘削されてお

り、これらは農耕関係の遺構とみられ、第 4層 までは第 104区 の堆積と共通したものであると考
えられる。それ以下の堆積については、第 104区 と異なったものである。 a層は厚さ約20cmの オ
リーブ黒色のシル ト、 b層は約20cmの灰色のシル ト、 c層 は厚さ約 1 0clllの にぶい黄褐色のシル トが

堆積しており、遺構を検出しなかったが、これらの土層からは平安時代後期から鎌倉時代までの遺

物が出土しており、水田耕土の可能性がある。 d層は約10cm以上の厚みをもつ褐灰色のシル トが堆

積するが、遺物が出土しなかったことから自然堆積層と考えられる。

第 104区 の遺構面と第 2・ 305区 の土層堆積の対応であるが、第 1遺構面には a層上面、第
2遺構面は d層上面がそれぞれ対応するものと考えられる。

3 遺構

今回の調査では、第 1・ 4区の二つの調査区において、第10層上面で平安時代前期頃とみられる

遺構を検出した (第 2遺構面)。 また、第 1区の上層観察で第 8層上面にも遺構面 (第 1遺構面)

が存在することを確認 した。この第 1遺構面所属の遺構は第 1区で検出した遺構のうちSD-3で
あり、遺構の底部が第 2遺構面に達した状況で同一面において検出したものである。

第 1区の遺構は、第10層 L面において、土坑 1基 (SK-1)、 ビット5基 (P-12～ 16)を検

出し、第 8層上面からの遺構として、溝 1条 (SD-3)を 検出した (第 4図、図版20)。 これら
の遺構からは土師器細片が出土し、第 9層から黒色土器A類が出土したことから、第10層上面の遺

構の時期は平安時代前期頃と考えられる。

第 4区の遺構は、第10層上面において、小ピットH基 (P-1～ 11)、 溝 2条 (SD-1・ 2)

を検出した (第 5図、図版22・ 23)。 検出した小ピット群は杭跡とみられ、溝は 2条 とも南北方向

のものである。これらの遺構から遺物は出上しなかったが、第 9層から土師器細片が出土している。

第 2・ 305区 においては、遺構を検出しなかったが、第 104区の第 1遺構面には a層上面、

第 2遺構面はd層上面がそれぞれ対応するものと考えられ、 a～ c層からは平安時代後期から鎌倉

時代までの遺物が出土しており、土質や堆積状況から水田耕土の可能性がある (図版21・ 23)。

4 遺物

遺物は、土師器、須恵器、黒色土器、瓦器、中世土師器、輸入陶磁器、肥前系陶磁器などコンテ

ナ 1/2箱が出土した。

出土遺物は細片ばかりであるが、実測図の作成及び器種の判定が可能なものは、須恵器杯蓋 (1)、

黒色土器椀 (2)、 中国製白磁椀 (3)、 瓦器椀 (4)、 中世土師器皿 (5)が ある (第 6図 )。

須恵器杯蓋 (1)は、日径H.Ocm、 残存器高2.8cmを測る、淡灰褐色のものである。黒色土器椀

(2)は、高台径4.6cm、 残存器高1.2cmを測るもので、内面を黒色としたいわゆるA類椀である。中

国製白磁椀 (3)は 日縁端部に小さい玉縁が付くもので、太宰府編年の自磁碗Ⅱ類に相当するもの

である。色調は灰白色で、残存器高2.4cmを測る。瓦器椀 (4)は灰褐色の色調のもので、高台径

5.6 cm、 残存器高2 0cmを 測る。高台の形状などから12世紀代のものと考えられる。中世土師器皿

-45-



0                    2m
|
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第 5図 第 4区遺構平面図
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(5)は淡褐色の色調のもので、底径6 8clll、 残存器高1.7cmを測る。

底部に回転糸切痕を残すもので、中世前期のものと考えられる。

これらの遺物の出土位置は、 1が第 4区の壁面調整時採集、 2

は第 2区第 6層、 3は第 1区第 3層、 4は第 2区第 5層、 5は第

5区第 6層である。

5 まとめ

今回の調査において、調査地北半部で鎌倉時代頃の遺構面 (第

1遺構面)及び平安時代前期頃とみられる遺構面 (第 2遺構面)

を検出した。これらの遺構には土坑、ピット、溝などがあり、遺

物を出土することなどから集落の範囲内であったものと考えられ

る。

また、これら2面の遺構面に対応する調査地南半部の上層では

水田耕土とみられる堆積を確認しており、北半部の集落に対応す

る農耕地が南半部に展開していたものと考えられ

る。調査地内での境界は、第 104区 の南側と第
2・ 305区 の北側の間にあるといえる。
北半部にみられる 2面の遺構面は緩斜面上に形

成されたものと考えられ、第 6層 までは旧地形の

堆積状況を示すが、第 5層 は整地土とみられる土

層であり、明確な時期は不明であるが鎌倉時代か

ら江戸時代にかけての間に調査地北半部は盛土さ

れ、現在みられるような農耕地に開発されたもの

と考えられる。 (北野隆亮)

第 6図 遺物実測図
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④神前遺跡 第5次確認調査 (調査一覧44)

1.調査に至る経緯と経過

神前遺跡 (遺跡番号307)は、和歌山市域のほぼ中央部、紀ノ川下流南岸の標高1.5m前後の沖積

地に立地する。遺跡は、北側を井辺遺跡と接しており、南北約700m、 東西約450mの広い範囲をも

つもので、これまでに4次を数える調査が実施されている。

今回の調査地は、遺跡中央部からやや南寄りに位置するもので、宅地開発が計画されたことから、

工事に先立ち、遺跡の内容確認のために調査を実施することになった。この調査は、和歌山lh~教育

委員会が国庫補助金を得て、財団法人和歌山市都市整備公社が同教育委員会の指導のもと委託を受

けて確認調査として実施したものである (第 1図 )。

調査は対象面積約50置を平成20年 9月 10日 から同年 10月 9日 までの期間で行った。

2 調査の方法と概要

(1)調査の方法

調査地は、遺跡中央部からやや南寄りに位置し、現況は造成地であった (第 1図、図版24)。

調査区は、開発予定地内に、幅2.Om、 長さ5.Om、 面積10.Orの調査区を5ヵ 所設定し、北東か

ら第 1～ 5区 とした (第 2図 )。

0                 1 km

一〓・一『Ｎ

一れ

第 1図 神前遺跡周辺の遺跡分布と調査位置図
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まず、機械掘削を行ったが、造成土の深さが60～ 70cm、 水田耕土 (第 1層 )が 10～ 20cm、 床土

(第 2層 )が 5～ 10cmを測り、この第 2層 までの厚さ約90cmを掘削した。第 3層 は、厚さ20～ 25cm

を測る鎌倉時代の遺物包合層であることから、人力で掘削した。この層の下面、すなわち第 4層上

面において弥生時代中期～鎌倉時代までの遺構面を検出した (第 1～ 305区 )。 遺構については

一部を掘削し、規模の確認や出土遺物の採取を行った。なお、第 4区では遺構を検出しなかった。

各調査区において、下層堆積を確認するため、壁際 2面に深掘り側溝 (サ ブトレンチ)を設定し、

第 5層を深さ約10～ 20cmま で掘削した。その結果、第 5層からは遺物が出土せず、無遺物層と考え

られた。

記録保存の方法は、調査範囲内に国土座標軸 (日本測地系)を基準とした値を設置し、遺構実測

の基準とした。遺構平面図と土層堆積図は縮尺 1/20で作成 した。なお遺跡の水準は国家水準点

(T.P.値)を基準とし、土層の色調及び土質の観察については、農林水産省農林水産技術会議事務

局監修『新版標準土色帳』を用いた。

(2)調査の概要

各調査区における基本層序は第 3図 に示した通りである。

調査地の現地表面標高は約2.Omを測る。

まず、造成土の厚さが60～ 70cmを測る。その下層は、旧表土に相当する厚さ10～ 20cmの 水田耕土

(第 1層)が堆積しており、第 2層 は厚さ5～ 10cmの褐色の粗砂混シル トであり、この層は床土に

・ 1.6

聰
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１
１
、
、
‐
‐
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第 2図 調査地区割図
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相当するとみられる。第 3層は20～25cmの 厚みをもつ暗灰黄色のシル ト、第 4層は15～ 20cmの 厚み

の褐灰色のシル トが堆積する。第 4層上面が弥生時代中期～鎌倉時代までの遺構面である。第 5層

は20cm以上の厚みをもつオリーブ褐色のシル トが堆積するが、遺物が出土しないことから無遺物層

とみられる。

遺構面 (第 4層上面)の 標高について各調査区を比較 した場合、東側に位置する第 103区 は

1.10m、 調査地中央部の第 2区は1.05m、 南西に位置する第 5区は1.00mで あり、これらはほぼ平

坦地であるとみられる。また、遺構を検出しなかった第 4区は標高0.85mと 低い値を示し、各堆積

層に共通して傾斜がみられることから、調査地北西方向に微低地が展開するものと考えられる。

3 遺構

今回の調査では、第 1～ 3・ 5区の第 4層 上面において弥生時代中期～鎌倉時代までの遺構面を

検出した。

第 1区の遺構は、ピット1基 (P-10)、 溝 1条 (SD-3)を 検出した。 P-10は南北約20cm、

東西約40cmの 楕円形のもので、深さは約 5 cmを測る。須恵器蓋 (6世紀初頭)が 1点出土した。 S

D-3は 幅約 lm以上、深さ約20cIIl以上、長さ約 2m以 上を測るもので、北東から南西方向に走向

方向をもつ。弥生時代中期の土器が出上した (第 4図、図版24・ 25)。

第 2区の遺構は、調査区の西側 2/3を 占める範囲で、溝 1条 (SD-3)を 検出した。 SD―

3は幅約 3m以上、深さ40cm以上を測る大溝で、北東から南西方向に走向方向をもつものである。

遺構からは弥生時代中期の土器が一定量出土 した (第 5図、図版25・ 26)。 この大溝は第 1区で検

出したSD-3の 延長部にあたるものとみられ、長さ13.5m以上を復元することができ、更に南西

方向に延長 した場合は第 5区の北側付近を通過するものと考えられる。

第 3区の遺構は、ピット4基 (P-1～ 4)、 溝 1条 (SD-1)を 検出した。 P-1・ 4は直

径約30cm、 深さ約 5 cmを沢1る小規模なもので、 P-2・ 3は直径 5 cm程度の杭跡とみられる。 SD―

第 4区 第 ¬区

盛土

1

3

4

5

L=200m

L=100m

1 25Y4/2(暗灰黄)粗砂混シル ト
2 10YR4/6(褐 )粗砂混シルト
3 25Y5/2(暗灰黄)シルト
4 10YR5/1(褐灰)シルト
5 25Y4/4(オ リーブ褐)シルト

第 3図 調査地土層柱状模式図

東西

盛土

1

2

3

4

5
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1は調査区南東隅で検出したもので、幅40cm以上、深さ20cm以上を測るもので、北東から南西方向

に走向方向をもつものである (第 6図、図版27・ 28)。

第 5区の遺構は、ピット5基 (P-5～ 9)、 溝1条 (SD-2)を 検出した。 P-5は 直径約45

cm、 深さ約 15cm、 P-6は 直径約20cm、 深さ約20cm、 P-7は 直径約 12cm、 深さ約 7 cm、 P-8・

9は直径約30om、 深さ20cm以上の規模をそれぞれ測る。また、 SD-2は 幅約30cm、 深さ約 5 cm、

長さ1.3m以上の規模を測る溝である。 (第 7図、図版29030)。

以上、遺構の掘削がごく一部のため、遺物が出土したものは第 1区のP-10(須恵器蓋)と SD一

3(弥生土器)に限られ、他は遺構出土遺物から所属時期を判断することはできなかった。しかし、

遺構面直上の第 3層から瓦器・ 中世土師器・ 中世須恵器などが出土していることや遺構埋土にバリ

エーションがあることなどから、これらの遺構の所属時期は弥生時代中期から鎌倉時代までの時期

幅を考えることができる。

4 遺物

遺物は、弥生土器、土師器、須恵器、黒色土器、瓦器、中世須恵器、中世土師器、土師質・瓦質

土器、中世陶器、輸入陶磁器、肥前系陶磁器、瓦、石器などコンテナ 1箱が出土した。

出土遺物は細片が多いが、器種の判定が可能なものは、弥生土器壺・甕、須恵器杯蓋、黒色土器

椀、瓦器椀、東播系須恵器捏鉢、中世土師器皿・釜 0蝸、瓦質土器壺、備前焼大甕・橋鉢、常滑焼

甕、中国製青磁碗、肥前系染付丸碗、砂岩製磨石などがある。

これらの遺物のうち、弥生土器甕 (1)・ 壺 (2)、 須恵器杯蓋 (3)、 瓦器椀 (4)、 中世土師

器皿 (5)に ついて、実測図を作成することができた (第 8図 )c

弥生土器甕 (1)は 日縁部を外反させ、端部を面取りし端面に刻み目を施すものである。残存器

高8.lcmを測る、灰褐色のものである。弥生土器壺 (2)は 日縁部外面に 2条の突帯を貼りつけた

直口壺である。突帯には刻み目を施している。淡茶褐色のもので、残存器高3.6cmを沢1る 。須恵器

杯蓋 (3)は淡灰色の色調のもので、回径12.4cm、 残存器高3.7cnlを 測る。瓦器椀 (4)は 黒褐色

の色調のもので、高台径6.4cm、 残存器高2.Oclllを 測る。高台の形状などから13世紀代のものと考え

られる。中世土師器皿 (5)は赤褐色の色調のもので、日径11.4cm、 器高1.4cmを 測る。底部に回

転糸切痕を残すもので、中世前期のものと考えられる。

これらの遺物の出土位置は、 1が第 2区 SD-3、 205は 第 1区第 3層、 3は第 1区 P-10、

4は第 3区第 3層である。

5 まとめ

今回の調査において、調査地の北西部 (第 4区 )をのぞく地点 (第 1～ 3・ 5区)で、弥生時代

中期～鎌倉時代までの遺構面を検出した。これらの遺構にはピット、溝があり、広範囲に遺物を出

土することなどから集落などの微高地の範囲内であったものと考えられる。

また、遺構面の標高について各調査区を比較した結果、遺構を検出しなかった北西部 (第 4区 )

は20～ 30cm程度低くなっており、全ての調査区において各堆積層 (第 1～ 5層 )に共通して北西に

向かって低くなってゆく勾配が認められることなどから、調査地の北西方向に微低地が展開する旧

地形を復元することができる。 (北野)
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第 4図 第 1区遺構平面図
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第 5図 第 2区遺構平面図
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⑤釜山古墳 確認調査 (調査一覧98)

1 調査の経緯と経過

和歌山市域の北西部にあたる和歌山市梅原及び木ノ本に所在する釜山古墳は、紀ノ川北岸の標高

5.5m前後の紀ノ川によって形成された大規模な砂堆の背後に残された平野部に存在する。この古

墳が含まれる釜山古墳群 (遺跡番号44)に はこれまで 3基の古墳が確認されている (第 1図 )。 今

回の調査対象である釜山古墳は、古墳群の中で最も東側に位置する直径約40m、 高さ約 7mの 円墳

として知られている。その北西部に位置する車駕之古址古墳は前方部を西に向けた前方後円墳で、

その規模はこれまでの調査から全長86m、 後円部径51m、 くびれ部幅33m、 前方部幅62m、 前方部

長41m、 後円部の高さ4m以上で周濠及び外堤を含めた推定全長が120mに も及ぶことが確認され

ている。さらに、その西側に位置する古墳が茶臼山古墳でこれまで 3度にわたる調査が行われ、前

方部を西に向けた前方後円墳である可能性が高まっている。また、この釜山古墳群を含む周囲は土

師器・須恵器などが散布する木ノ本Ⅲ遺跡 (遺跡番号42)と しても周知されており、調査地は木ノ

本Ⅲ遺跡の中央部としても位置づけられる。今回の調査地は釜山古墳の周濠内部に位置するものと

想定されたことから釜山古墳確認調査として実施したものである。

本古墳の調査は、明治31年 に地元の人が墳頂部を発掘しており、この時点にはすでに盗掘を受け

ていて埋葬形態等不明であったとされている。墳頂部には当時の調査によって掘り出されたとみら

れる結晶片岩の板石が 2個樹立されている。また昭和63年には墳丘裾部にあたる西側畑地に住宅建

築が計画され、これに先立つ調査を木ノ本Ⅲ遺跡第 4次調査として財団法人和歌山市文化体育振興

事業団 (第 2図 )。 この調査では、古墳の周濠が確認されるものと推定されていたものの、中世と

考えられる集石遺構が上位層から確認され、周濠等古墳に関係するとみられる遺構群の検出には至っ
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第 1図 調査対象地位置図
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ていない。 この集石遺構の範囲を第 2図

に黒塗 りで示 した。なお、今回の調査対

象地の第 2・ 3区 は、木ノ本Ⅲ遺跡第 4

次調査地と同敷地内であり、当時建築予

定であった住宅が建築されず、そのまま

畑地として現状に至っていた。

この他、平成 4年 に河内一浩氏を始め

とする有識者によって本古墳の測量調査

が行われ、詳細な墳丘測量図とともに墳

丘の推定復元が行われている。この測量

図から導き出された墳丘復元値は45mで、

かなりの削平を受けているものと指摘さ

れている。

今回の調査原因は、釜山古墳の実態解

明と保存資料作成のため確認調査を和歌

山市教育委員会が国庫補助金を得て実施

することとなった。調査は、和歌山市教

o   1 40ml
匡 に¬― 一 ~~一 ―

―J

Y=-79620m

|

木ノ本Ⅲ4次
(第 1区 )

ヽ

木ノ本Ⅲ4
(第 3区 )

＼

|

第 2図 調査地区割図

育委員会文化振興課の指導のもと財団法人和歌山市都市整備公社が和歌山市から委託を受けて実施

した。

現地における調査は、第 1区の機械による事前の盛土等の除去を和歌山市教育委員会が平成21年

3月 10日 に行い、翌日から同年 3月 27日 までの期間で人力による調査を実施した。

2 調査の方法と概要

(1)調査の方法

今回の調査は、釜山古墳の周囲における未開発地を対象として 2区画の敷地に調査区を 3ヶ所設

定して行った。まず第 1区は古墳東側の造成地に設定した調査区で、約1.5mの盛土を上端幅80m

四方の範囲で除去し、その底面に幅1.5m、 長さ4.Omの調査区を設定した。第 203区 は古墳西側

の畑地に設定した調査区で、第 2区は東西8.Om、 第 3区は東西18.7mで、ともに幅1.5mの調査区

であり、総面積約46.0ぽである (第 2図、図版31)。

まず第 1区は先述の盛土の下にあった旧耕作土である第 1層まで機械掘削によって取り除いてい

たことから、第 1層以下の堆積層と周濠内部の調査を人力によって行った。また第 2・ 3区は畑地

であったことから表土 (第 1層)か らすべて人力によって順次層位ごとに掘削を進め、遺物の採集

を行った。そして、図面等記録を行った後、埋戻作業は周濠底面及び葺石、集石遺構など重要遺構

と考えられる部分について人力によって行い、上位の堆積層等は市教育委員会の直接工事による機

械埋戻によって行った。

図面による記録は、各調査区に仮原点を設置して遺構平面図及び壁面土層断面図 (縮尺 1/20)

の作成を行った。また葺石及び集石遺構は、縮尺 1/10で個別平面図・立面図の作成を行った。各

調査区の仮原点は、基準点測量を行い国土座標 (世界測地系)の数値とし、 1/2500の 国土基本図

木ノ本Ⅲ4次
(第 2区 )
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と照合して位置図を作成した。土層の色調及び土質の観察については、農林水産省農林水産技術会

議事務局監修『新版標準土色帖』を用いた。なお、水準値は国家水準点 (T.P値)を使用した。

(2)基本層序

調査地の基本層序は、各調査区とも大まかな対応関係が認められ、各数字番号に示した層位に時

期的な対応関係がある。なお、各調査区の説明で上層堆積状況を示しているので、ここでは簡単な

特徴を述べる。

まず古墳南東部にあたる第 1区では L部 に1.3mの 盛土がされており、この盛土下に旧耕作土

(第 1層)が存在する。土層観察の結果、旧耕作面の標高は約2.7mと 推定できる。第 2層 も耕作層

と考えられる土層でその下面に耕作に伴うと考えられる凹みが確認できた。また第 3層 は厚さ25cm

のにぶい黄褐色系の細砂で江戸時代の堆積層と考えられる。第 4層 も厚さ20cmの にぶい黄褐色系の

細砂で鎌倉時代以降の堆積層と考えられる。そして、第 1区では確実ではないものの、第 5層 は周

濠内部の堆積と考えられる土層で、 2～ 3単位に細分できる。さらに、第 6層 は黄灰色の細砂で遺

物の出土は認められず、周濠底面の可能性が高い。

第 203区 は古墳北西部の調査区で、ともに共通の堆積を示し、堆積時期は第 1区 と概ね併行す

るものと考えられる。第 1区 との相違点としては、江戸時代以降の耕作層と考えれる第 2層が耕作

の単位で明瞭に2単位に細分できることと、全体的な土色に多少の違いが認められることである。

また第 3区において外堤の葺石を確認したことから第 5層が周濠内部の堆積であることが確認でき

た。そして、各調査区とも第 6層からの遺物の出上は認められなかった。

3 遺構

今回の調査で検出した遺構は、第 3区で検出した集石遺構 (SV-1)と 外堤葺石 (SV-2)
のみである。調査過程において各調査区とも湧水が著しく、特に第 102区 において全景写真撮影

直前に大規模な崩落が起こったため、危険性を勘案し現状写真に留めた。

以下、調査区ごとに遺構及び調査内容の概略を説明する。

〔第 1区〕 (第 3図、図版32)

第 1区では集石などの遺構は検出できなかった。しかし、調査区全体が周濠内部に収まるものと

Y=-795641η
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第 1区北壁面
1 10YR4/1(褐灰)細砂混シルト
2 10YR4/2(灰 黄褐)細砂混シルト
3  10YR5/4(1こぶい黄褐)細砂
4  10YR5/3(に ぶい黄褐)細砂
5a 10YR5/3(に ぶい黄褐)粗砂
5b 10YR5/2(灰 黄褐)細砂
6 25Y5/1(黄 灰)細砂

0               4m

第 1区北壁面

第 3図 第 1区遺構平面図及び土層断面図
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みられ、周濠底面の状況が確認できた。検出した周濠底面は水平ではなく部分的にやや深くなる様

相を示す。このことから、周濠底面の標高は、1.4～ 1.5m程度である。また周濠内部と考えられる

堆積は、上位の第 5a層に埴輪片と瓦器・中世土師器などが混ざり出土しているものの、下位の第

5b層には埴輪以外の遺物の出土は認められない。

〔第 203区 〕 (第 4図、図版32033)

第 2・ 3区では共通する堆積を示し、第 4層掘削後、第 3区 において集石遺構 (SV-1)を 確

認し、さらに第 5層を掘削することによって外堤葺石 (SV-2)を 確認した。

第 2区は、第 3区で検出した外堤葺石の延長部が北端部において検出できる可能性が考えられた

ことから、標高1.7mま で掘削を行ったものの、壁面崩落の危険性が高まったためボーリング調査

によって推定ラインのみ確認し、調査を終えた。

次に、第 3区では、調査区南半部において木ノ本Ⅲ遺跡第 4次調査第 2区 (第 2図参照)で確認さ

れていた集石遺構の延長部と考えられる集石遺構 (SV-1)を 検出した他、北半部において外堤

葺石 (SV-2)を 検出した。 SV-1は 第 5a層内に結晶片岩 1′点を合む10cm程度の砂岩割石が

まとまって検出できたもので、今回の調査状況でのみ考えられるのは古墳墳丘葺石の転石がまとまっ

て検出できた可能性が高い。また北半部において検出した外堤葺石は、10～ 30cl■程度の砂岩割石を

積み上げた状況で確認したもので、傾斜角度約28度で濠底に向かう。この葺石の範囲は、ボーリン

グ調査の結果、少なくとも第 4図に示した範囲に存在するものとみられる。この他、濠底の確認を

目的として中央部分 2ヶ所にサブトレンチを設定 し、標高1.4mま で掘削を進めたものの、壁面崩

落の危険性が高まったためボーリング調査によって周濠底面推定ライン (標高約10m)を 確認す

るのに留めた。なお、濠内部の堆積は 3単位 (第 5a～ 5c層 )に細分できたが、第 1区で確認した

埴輪単純層はみられず、ともに鎌倉時代の遺物を含む。第 6層 は、南北両端部で検出できたことか

ら残存周濠上端幅がH.7mであることも確認できた。

4 遺物

今回の調査で出土した遺物は、遺物収納コンテナ 5箱である。出土した遺物の種類には、土師器、

須恵器、瓦器、中世土師器、輸入陶磁器、焼締陶器、肥前陶磁器、土製品、瓦、石器などがあり、

古墳に伴う埴輪片が一定量出土した。

埴輪は、各調査区とも上位層から下位層まで一定量含まれ、特に周濠内部と考えられる第 5層 に

良好なものが出土している。埴輪の種類では、円筒埴輪が大半で、朝顔形埴輪や蓋形埴輪が含まれ

ている。埴輪以外では中世の瓦器・中世土師器が多く瓦も含まれ、少なくとも鎌倉時代までは、古

墳の周濠が存在した可能性が考えられる。また確実なものとして土製品では土錘があり、石器では

石鏃が 1点出土している。

以下、個別に遺物の詳細を述べる。

(1)円筒埴輪 (第 5図 1～ 17、 図版34)

1～ 4は 日縁部の破片である。 102は 日縁端部が外反する形状のもので、ともに口縁外端面に

は強いヨヨナデによるとみられる沈線状の凹みがみられる。 3・ 4は 日縁端部が直立気味に立ち上

がる形状のもので、口縁端部を丸くおさめるもの (3)と シャープに上端面を形成するもの (4)

がある。これらの外面調整は、タテハケの後ヨコハケを行うもの (1～ 3)の他、ヨコ方向の板ナ
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デを用いるもの (4)がある。また内面調整は、ヨヨナデを基本とするが、 2は ヨコハケによって

調整されている。

5～ 13は体部突帯周辺の破片である。突帯の断面形状としては、方形状のもの (5)、「 M」 字状

のもの (6～ 9)、 台形状のもの (lo～ 13)に分けられ、なかでも5は「M」 字状突帯であったも

のが板状押圧によって方形状となり、谷部が沈線状になったものと考えられる。これらの外面調整

は、タテハケ→突帯→ヨヨナデ→ヨコハケによって仕上げているもの (6～ 10)が主体であるもの

の、タテ方向のナデ→突帯→ヨコナデ (5)、 タテ方向の板ナデ→突帯→ヨコナデ→ヨコハケ (11)、

タテ方向の板ナデ→突帯→ヨヨナデ→ヨコ方向の板ナデ (12)、 タテハケ→突帯→ヨコハケ (13)

などの調整が確認できる。また内面調整は、すべての個体にヨヨナデ調整が用いられ、11・ 12に は

ナデ調整の他指頭圧痕も観察できる。また13の突帯下部には円形透かしが施されており、その直径

は10.Ocmに 復元できる。

14は体部の細片である。外面に施されたハケ調整は 3・ 4条/1 cmで極めて粗いものである。

15～ 17は底部の破片である。これらはともに淡輪技法を用いたもので、外端面及び底面に繊維状

の圧痕が確認できる。外面調整はすべてタテハケのちヨコハケが施され、内面調整はヨコナデ調整

が行われている。

以上の円筒埴輪の焼成は、土師質のもの (1～ 5・ 8・ 10012013・ 17)と 須恵質のもの (60

7・ 9・ 11・ 14～ 16)があり、特に6は薄手で褐色に堅く焼き締まっている。胎土はやや粗いもの

が大半で、比較的胎土の密な個体は、 102・ 6・ 10・ 12である。また、ほとんどの個体には石英

が含まれ、石英以外では赤色軟質粒が目立つ。これらの出土位置は、 103・ 9010011が第 3区

の第 5層、 2が第 1区の第 3層、 4・ 8・ 14が第 3区の第 5b～ 5c層、 5。 7が 2・ 3区の排土、

6016が第 3区の第 3～ 4層、 12◆ 17が

第 1区の第 5b層、13が第 2区の第 5層、

15が第 2区の第 4層である。

(2)朝顔形埴輪 (第 5図 18、 図版34)

18は朝顔形埴輪口縁部中位の段状部の

破片である。突帯上部の外面調整はタテ

ハケで、内面調整は剥離のため不明であ

る。焼成はやや軟質の土師質焼成で、内

外面とも淡赤褐色に発色している。胎土

は比較的密で石英が含まれている。この

埴輪の出土位置は第 1区の第 5b層であ

る。

(3)蓋形埴輪 (第 6図 19・ 20、 図版34)

19020は 蓋形埴輪である。 19は、笠下

半部先端の破片で、外面にはタテハケ調

整を行った後、ヘラ描によって肋木を表

現している。20は立ち飾りをもたないタ

イプのもので、欠失している日縁部はほ
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ぼ水平に屈折するものと考えられる。外面には 1条の突帯が巡り、突帯上部は一定間隔で静止する

ヨコハケが、下部にはタテハケが観察できる。また内面調整はヨコハケである。

この 2点 はともに土師質焼成で、19の胎土は比較的粗く赤色軟質粒が目立つ。これらの出上位置

は、19が第 3区の第 5b～ 5c層、20が第 3区の第 5層 として取り上げたものである。

(4)土器類 (第 7図21～ 31、図版35)

21～ 23は須恵器である。21は甕の回縁部細片で、強いヨヨナデによってシャープに仕上げられた

ものである。内外面ともに緑灰色の自然釉が付着している。22は杯身下半の小片で、貼付による高

台は外側際に付くタイプのものである。23は椀底部の小片で外底面に糸切り痕を残すものである。

24～ 29は瓦器である。24～ 26は椀の日縁部で、日径は14.5～ 15.5cmの 範囲にまとまりがある。外

面の調整は上位のヨヨナデと下部の指頭圧痕が観察できる。また内面調整は24025に は暗文が確認

できるものの26は不明瞭で観察できない。27～ 29は椀の底部で、ともに比較的低い高台が貼付され

ている。底径は6.Ocl■ のもの (27)と 4.lcm前後のもの (28029)が ある。28・ 29に は内面見込み部

に暗文が確認できるが、27は不明瞭で確認できない。

30は土師器皿である。日径は7.8cm、 器高1.6cmの法量で、淡褐色の色調をもつ。

31は瓦質土器甕の回縁部細片である。肉厚な口縁部は端部に至り外側に屈折させて丸 くおさめて

いる。体部外面には平行タタキが確認できる。

これらの出土位置は、21が第 3区 SV-2前 面の第 5層、22・ 26が第 1区の第 3層、23024が第
3区の第 5b～ 5c層、25が第 2区の第 5層、27・ 29・ 31が第 2区の第 4層、28が第 3区の第 3～

4層、30が第 2区の層位不明遺物として取り上げたものである。

＼     21

第 フ図 遺物実測図 3
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(5)土製品 (第 7図 32～ 35、 図版35)

32～ 35は管状土錘である。32は全長7.8cm、 幅4.5cnlの 法量をもつほぼ完形品で、重量は146.8g

である。33～ 35は全長3.Ocm前後、幅1.Oclll程度の比較的小さなもので、重量は33034が2.6g程度、

35が 1.3gである。これらの出土位置は、32034が第 3区の第 3～ 4層、33が第 2区の第 5層、35

が第 3区の第 2層である。この他、土錘では第 2・ 3区の敷地内で摩滅の著しい有溝土錘を 1点表

面採集した (図版35a)。

(6)瓦 (第 フ図36、 図版35)

36は平瓦の小片である。凹面に布日、凸面に縄タタキ痕

を残すもので、胎土はやや粗 く黒色粒が目立つ。焼成は須

恵質焼成で、淡灰色に発色 している。第 3区の第 3～ 4層

から出土した。

(7)石器 (第 8図 37、 図版35)

37は サヌカイ ト製の有茎式石鏃である。残存長3.2cm、 幅

1.7cm、 厚さ0.5cm、 重量3.lgの もので、先端部及び基部が

欠失している。第 2・ 3区の埋戻時に出土したものである。
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第 8図 遺物実測図 4

5 まとめ

今回の調査における最大の成果はその目的であった釜山古墳に関する遺構の検出にあるといえる。

特に第 3区では、外堤部の葺石と傾斜角度、推定ではあるものの古墳周濠底面の標高及び残存周濠

上端幅を確認した。また第 102区 においてもその両者が標高的にみて古墳周濠内部であることが

確認できたことは重要な成果であるものといえよう。

以上の成果を基に推定ではあるものの築造時の古墳復元案を示してまとめとしたい。

まず、第 3区の南壁土層図から外堤葺石の傾斜を示し、周濠底面推定ラインから周濠底面の幅及

び傾斜変換点を推定する。そして、周辺の地形図から最も古墳裾部の状態が残存していると考えら

れる古墳南東部及び南斜面裾部のカーブを基に垂線を古墳中央部に引き古墳の中心点を導き出す。

その中点から残存外堤上端部・外堤内側裾部・墳丘裾部に対して円周を求める。このことを図示す

ると第 9図 となり、第 203区 では外堤葺石部分等相違なく収まるものとみられるが、第 1区にお
いて外堤葺石が検出されていないことから若千の矛盾が生じる。しかし、現状ではこれ以上の復元

は不可能であり、この復元図から古墳の規模を計測すると墳丘裾部までの全長が52m、 残存外堤ま

での全長が72mと なり、第 1区の様相からさらに大きくなる可能性も考えられる。この数値は平成

4年に行われた測量成果よりも大きくなり、また古墳の周囲がかなり削り取られていることからも

今後の検討が必要と思われる。

以上、釜山古墳について述べてきたが、今回の調査成果だけではその全容を明らかにすることは

とうてい不可能であり、今回の復元案は推測の域を脱してはいないことが明らかである。周濠を合

めた古墳の保護など今後の動向に期待したい。 (井馬)

【参考文献】

益田雅司「木ノ本Ⅲ遺跡第4次調査J『和歌山市埋蔵文化財発掘調査年報1』 (財)和歌山市文化体育振興事業団 1992年

河内一浩ほか「紀ノ川流域の中期古墳―木ノ本古墳群を中心として一J『考古学論集第 4号』考古学を学ぶ会 1992年
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北緯 東経 調査期間
調査面積

(ピ )
調査原因

市町村 遺跡番号

六十谷遺跡
(調査一覧 1、 市教委①)

わかやまけんわかやましむそた

和歌山県和歌山市六十谷
3020150 20080401

開発に伴う
遺跡確認

宇田森遺跡
(調査一覧 12、 市教委②)

わかやまけんわかやましうだもり

和歌山県和歌山市宇田森
3020150 20080512 1100 開発

に伴う
遺跡確認

鳥井遺跡
(調査一覧21、 市教委0)

わかやまけんわかやましのうがわ

和歌山県和歌山市直川
3020150 20080527 1184

帥̈おおたしょうみすせめつつみあと

大田城水攻め堤跡
(調査一覧29、 市教委0)

わかやまけんわかやましでみず

和歌山県和歌山市出水
3020150

20080711
-20080722 2848

呻̈
川辺遺跡

(調査一覧34、 「教委0)

わかやまけんわかやましかわなベ

和歌山県和歌山市川辺
3020150 20080725 1730 開発

に伴う
遺跡確認

宇田森遺跡
(調査一覧52、 市教委0)

わかやまけんわかやましうだもり

和歌山県和歌山市宇田森
3020150 W12嘔咄

lr2辟
平の下遺跡

(調査一覧56、 市教委0)

わかやまけんわかやましにしのしょう

和歌山県和歌山市西庄
3020150

鋼̈
有功遺跡

(調査一覧64、 市教委0)

わかやまけんわかやましむそた

和歌山県和歌山市六十谷
3020150 77 20081119 2171 開発

に伴 う
遺跡確認

高井遺跡
(調査一覧90、 市教委0)

わかやまけんわかやましのうがわ

和歌山県和歌山市直川
3020150

135°

13′

09″

20090218 4045

師̈
上黒谷遺跡

(調査一覧95、 市教委⑩ )

わかやまけんわかやましかみくろだに

和歌山県和歌山市上黒谷
3020150 20090302

開発に伴う
遺跡確認

六十谷遺跡
調査 覧110、 市教委C

わかやまけんわかやましむそた

和歌山県和歌山市六十谷
3020150 20090327

開発に伴 う
遺跡確認

開発に伴う
遺跡確認川辺遺跡

(調査一覧10、 財団0)

わかやまけんわかやましさと

和歌山県和歌山市里
3020150

135°

16′

09″

20080501
～20080529

9000

太田・黒田遺跡
(調査一覧17、 財団② )

わかやまけんわかやましくろた

和歌山県和歌山市黒田
3020150

135°

11′

49″

20080522
-20080606 4000

開発に伴う
遺跡確認

鳥井遺跡
(調査一覧41、 財団0)

わかやまけんわかやましヽ、ちゅう

和歌山県和歌山市府中
3020150

20080821
-20080911 4000

開発に伴う
遺跡確認

神前遺跡
(調査一覧44、 財団0)

わかやまけんわかやましこうさき

和歌山県和歌山市神前
3020150

20080910
-20081009 5000

開発に伴 う
遺跡確認

釜山古墳
(調査一覧98、 財団⑤)

わかやまけんわかやましつめはら・きのもと

和歌山県和歌山市梅原。木ノ本
3020150 44-1

20090310
～20090327

4600 遺跡確認
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所収遺跡名 種  別 主な時代 主な遺構  1    主な遺物    1    特記事項
六十谷遺跡
(調査一覧 1、 市教委● )

要  約

弥生土粁
生  |___散布地 1纂著博機 |い

弥生時代から鎌倉時代のピットを 1基確認。

宇田森遺跡
(調査一覧12、 市教委0)

集落跡 1上師器
|

中世 1落 ち込み

要  約 中世の落ち込みを確認。遺構から焼土塊 。炭が出上し、周辺に鍛冶関係遺構が展開する可能性を想定。

鳥井遺跡
(調査一覧21、 1「教委0)

散布地
古墳時代
奈良時代

|

土坑
      1土

師器

要  約 古墳時代から奈良時代の土坑を 1基確認。土坑から七師器 7点出土。

太田城水攻め堤跡
(調査 覧29、 ‖F教委0)

約要

輩墜文翌 翌ェ 屋m_上_J生
堤構築以前の石垣、堤構築に伴う可能性のある大溝を確認。

」
‐
鋤
華
約
腿］要

|_ピ坐旦o墜ェ生_震 竺
占墳時代の希薄な包含層を確認。

宇田森遺跡
(調査 覧52、 市教委0)

集落跡
1蔦具守操書畠:1落ち込み 監窯1器

・■rll器・須恵器。
|

要  約 古墳時代、奈良時代、鎌倉時代の落ち込み地形を確認c

平の下遺跡
(調査 覧56、  ,教委0)

散布地 鎌倉時代
|

IL師
器 。瓦器・ 瓦 |な し

要  約 中世の遺物包合層を確認。集落の縁辺部と推定。

有功遺跡
(調査一覧64、 市教委(3)

散布地 鎌倉時代
 1碗
争惨?i溝

・土

1弥
生土器・土師器 。瓦器

 |
要  約 弥生時代前期の落ち込み、鎌倉時代の溝 。11坑・ピットを確認。周辺に遺構が展開している可能性を推定。

高井遺跡
(調査 覧90、 市教委0)

散布地 | 棄暑樽繊 1土坑 1義調議鼻
独器・酬°近

|

要  約 中山のJl坑を検出。直川小学校敷地内で検出された遺構が東側にも展開している状況を確認。

上黒谷遺跡
(調査 ^覧 95、 1,教委」0)

散布地 1須恵器Jl師器・瓦
|1貪 l「 |なし

要  約 古墳時代後期から奈良時代の遺物包含層を確認。遺構は対象地の北側に展開している日∫能性を推定。

六十谷遺跡
調査一覧110、 市教委11) 1 墓貰髄計ミ lt坑・ピット

1弥生I「器 。土師器・須恵器・

1瓦器
散布地

要  約 古墳時代初頭の遺物包含層、 7世紀前半と推定される遺構を確認。

川辺遺跡
(調 査一覧 10、 財団■|)

集落跡
|

| 1瀞

動

|[i4が可炒:檜靱嘲棚猶
代
代
代
代
代

時
時
時
時
時

生
墳
良
安
倉

弥
古
奈
平
鎌

要  約 第 6・ 7区をのぞく7調査区で遺構を確認。そのうち谷状地形にあたる調査区では弥生時代、占墳～奈良時代、平
安～鎌倉時代の 3面の遺構 inを 確認n

大田0黒田遺跡
(調査一覧17、 財団2,)

集落跡
弥生時代
古墳時代
鎌倉時代

査
の
す

調
布
開

ｏ分
展

認
構
に

確
遺
西

¨
¨
¨
¨

密
周
心
可

高
地
中
る

。
磁
石

器
陶

。

独
睡
継
鵬酬蝸
・．
・
土

郵
嘲

ｏ． ．
口ｍ

弥
黒
器
製

井りｉ勁
居．
・溝
み

住
卜
込

穴

ツ
ち

竪
ピ
落

要  約   1警十壇誉皮習磐麗ぶ書薯書を兼告F代
中期前葉から奈良時代及び鎌倉時代、鎌倉時代以降の 3面の遺構lilを確認。

鳥井遺跡
団介 ―覧41、 財団Cハ

散布地

|

|

| …引甫ポ鰤ξ鯰高謄誂鉤 鯰ピ
代
代
時
時
安
倉
平
鎌

要  約   平安時代、鎌倉時代の 2面の遺構面を確認。調査地南半では水田耕 Lと みられる堆積を確認。

神前遺跡
(調査一覧44、 財団Iり

弥生時代～
鎌倉時代

|

1絨

°い

1弥生上器 。上師器 。須恵器 。|

]鍼驚
警聾轟嘉身灘嚇:縫鼻]に

展開する集落域を
散4j地

|

|

要  約 弥生時代中期から鎌倉時代までの遺構面を確認。調査地北西方向に微低地が展開。

釜山古墳
(調査一覧98、 財団●)

底
端
一縁
上
周
濠
墳
周
古
存
定
残
推
び

私
敵
認
。

葺
標
確

堤
の
を

外
面
幅

輸
土古墳 | 構 職

暑
積遺構・外堤葺

基置f産鮨 曳をF:

要  約 外堤葺石、推定占墳周濠底面の標高及び残存周濠上端幅を確認し、築造時の古墳復元案を提示。
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